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宋
末
の
進
士
黄
公
紹
の
作
っ
た

『

古
今
韻
会』

は
、
古
今
の
字
書
を
総

合
し
、
経
史
子
集
の
例
証
を
加
え
た
浩
瀚
な
韻
書
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、

元
大
徳
元
年

(

一
二
九
七)

頃
に
、
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
。
同
書
は
、
そ
の

ま
ま
の
形
で
は
版
刻
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
で
、
そ
の
稿
本
も
既
に
亡
佚
し

て
し
ま
っ
た
ら
し
い
が
、
後
世
に
は
専
ら
、
弟
子
の
熊
忠
が
、『
礼
部
韻

略』

類
を
下
敷
き
と
し
、
原
書
の
字
目
を
刪
定
し
た

『

古
今
韻
会
挙
要』

の
版
本
が
行
わ
れ
て
い
る

(

１)

。
こ
の

『

韻
会
挙
要』

(

以
下
、
熊
氏
編
書
を

｢

韻
会｣

と
略
称)

は
、[

元]

刊
本
を
起
点
と
し
て
明
清
に
も
重
刻
が
行

わ
れ
、
朝
鮮
や
日
本
で
も
版
本
が
再
成
さ
れ
た
。
日
本
で
は
鎌
倉
末
南
北

朝
初
に
本
書
が
将
来
さ
れ
、
応
永
五
年

(

一
三
九
八)

に
日
本
独
自
の
開

刻
を
行
っ
た
他
、
禅
林
を
中
心
と
す
る
知
識
層
の
間
に
よ
く
普
及
し
た
。

稿
者
は
嘗
て
、
右
の
事
象
に
鑑
み
、
中
世
日
本
漢
学
研
究
の
一
環
と
し

て
本
書
の
版
本
研
究
を
行
い
、｢[

元]

刊
本
系

『

古
今
韻
会
挙
要』

伝
本

解
題
―
本
邦
中
世
期
漢
学
研
究
の
た
め
の
―｣

(｢

日
本
漢
学
研
究｣

第
一

号
、
一
九
九
七)

を
記
し
た
が

(

以
下

｢

前
稿｣

と
称
す)

、
中
世
漢
学

の
解
明
を
当
面
の
課
題
と
し
た
た
め
に
、
そ
の
対
象
を
元
明
版
、
朝
鮮
版

各
一
種
と
、
上
記
の
日
本
応
永
五
年
刊
本
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
は
不
足

で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
十
餘
年
の
間
、
前
稿
に
対
象
と
し
た
版
種
に
つ
い

て
も
、
若
干
の
伝
本
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
と
よ
り
研
究
の
途
上

で
は
あ
る
も
の
の
、
版
本
の
整
理
に
は
際
限
も
な
い
た
め
、
今
回
は
前
稿

で
対
象
と
し
な
か
っ
た
古
活
字
本
を
中
心
と
し
て
続
考
を
加
え
、
併
せ
て

前
稿
の
補
足
を
も
行
い
た
い
。
具
体
的
に
は
、
左
記
の
三
章
を
設
け
る
。
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古
活
字
本

『

古
今
韻
会
挙
要』

考

住

吉

朋

彦



一

[

元]

刊
本
系
統
補
足

前
稿
著
録
の
版
種

二
[

元]

刊
本
系
統
補
足

前
稿
未
収
の
版
種

三

古
活
字
本
三
種

附
和
刻
本

便
宜
上
、[

元]
刊
本
系
統
の
補
足
を
先
と
し
て
版
種
を
一
覧
し
、
嘉

靖
刊
本
以
下
、
前
稿
に
触
れ
得
な
か
っ
た
版
種
を
加
え
、
古
活
字
本
以
下
、

本
邦
近
世
期
の
流
布
本
に
及
び
た
い
。

一

[

元]

刊
本
系
統
補
足

前
稿
著
録
の
版
種

古
今
韻
會
舉
要
三
十
巻

禮
部
韻
略
七
音
三
十
六
母
通
攷
一
巻

宋
黄
公
紹
原
撰

元
熊
忠
舉
要

[

元]

刊

[

後
修]

先
ず
劉
辰
翁
序

(

八
張)

、
首
よ
り
本
文
、
末
に

｢

壬
辰
／
十
月
望
日
廬

陵
劉
／
辰
翁
序｣

と
署
す
。
署
名
の
の
ち
双
辺｢

須
谿｣

｢

會
／
孟(

陰刻)｣

、

双
辺｢

吉
劉
／
辰
翁｣

の
印
記
を�
刻
す
。
毎
半
張
五
行
、
行
字
数
不
等
。

行
体
写
刻
。
版
心
題

｢

韻
序｣

。

次
で
熊
忠
自
序

(

第
九
至
十
四
張)

、
首
よ
り
一
格
を
低
し
本
文
、
末
に

｢

歳
／
丁
酉
日
長
至
武
易
熊
忠｣

と
署
す
。
版
式
同
前
。
版
心
題

｢

序｣

。

右
の
後
、
双
辺
無
界

｢�
昨
承

先
師
架
閣
黄
公
在
軒
先
生
委
／
刊
古
今

韻
會
舉
要
凡
三
十
卷
古
今
字
畫
／
音
義
瞭
然
在
目
誠
千
百
年
間
未
睹
之
／

秘
也
今�
諸
梓
三
復
讎
校
並
無
譌
誤
愿
與
／
天
下
士
大
夫
共
之
但
是
編
係

私
著
之
文
／
與
書
肆
所
刊
見
成
文
籍
不
同
竊
恐
嗜
利
／
之
徒
改
換
名
目
節

畧
翻
刊
繊
毫
争
差
致
／
誤
學
者
已
經

所
屬
陳
告
乞
行
禁
約
外
／
収
書
君

子
伏
幸
／
藻
鑑

後

學

陳�
謹
白｣

牌
記
。

次
で
凡
例

(

七
張)

、
首
題

｢

古
今
韻
會
舉
要
凡
例

(

跨行)

／

(

以
下
低

七
格

)

昭

武

黄

公
紹

直
翁

編
輯
／
昭

武

熊

忠

子
中

舉
要｣

、

毎
半
張
十
行
、
行
十
九
字
。
版
心
題

｢

韻
例｣

。

次
で
通
攷

(

二
二
張)

、
首
題

｢

禮
部
韻
略
七
音
三
十
六
母
通
攷

(

跨行)｣

、

毎
半
張
十
一
行
、
行
二
十
字
。
版
心
題

｢

韻
母｣

。

巻
首
題

｢

古
今
韻
會
舉
要
巻
之
一

(

至
三
十)

／

平
聲
上｣

、
毎
声
首

韻
目
、
次
で
低
五
格
に
て
序
数
韻
目
、
次
で
本
文
、
夾
注

(

小
字

双
行)

。
毎
韻

改
行
。

左
右
双
辺

(

一
九
・
四
×
一
二
・
三
糎)

有
界
、
毎
半
張
八
行
、
行
小
字

二
十
三
字

(

巻
一
の
み
二
十
二
字)

。
版
心
、
線
黒
口
、
上
象
鼻
稀
に
字

数
、
双
黒
魚
尾

(

対向)

間
題

｢

韻
幾
巻

(

フ)｣

、
張
数
、
下
象
鼻
稀
に
工

名
。
巻
尾
題

｢
古
今
韻
會
舉
要
巻
之
幾｣

等
。
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〈
北
京
大
学
図
書
館

四
三
五
六

(

Ｍ
Ｆ

(

２))

〉

九
冊

欠
首

巻
一
至
二

清
李
盛
鐸
旧
蔵

無
文
表
紙
、
貼
紙
し
て
韻
目
を
書
す
。
第
七
冊
、
左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢

古
今
韻
會｣
と
書
す
。
天
地
截
断
。
第
一
冊
に
二
巻
、
第
八
冊
に
四
巻

を
収
め
る
他
は
、
毎
冊
三
巻
。
巻
五
第
三
十
至
三
十
二
張
鈔
配
。

墨
鈔
補
書
入
。
巻
五
、
三
十
尾
に

｢

青
蓮
崖
闇
識｣

墨
書
あ
り
。
首
に
方

形
陰
刻

｢

無
／
傳｣

印
記
、
巻
六
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
印
記
、
巻
五

首
に
同

｢�
嘉
／
閣
印｣

、
巻
二
十
八
首
に
方
形
陰
刻

｢

李
印
／
盛
鐸｣

、

大
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

李
印
／
傳
模｣
印
記

(

以
上
三
顆
、
李
盛
鐸
所

用)

を
存
す
。

該
本
に
つ
き

『

木
犀
軒
蔵
書
題
記』

に
著
録
が
あ
る
。

又

[

四]

修

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

八
六
三

(

Ｍ
Ｆ)

〉

三
十
一
冊

清
孔
昭
煥

黄
文
暘

秦
恩
復

楊
以
増
旧
蔵

表
紙
不
明
。
劉
序
、
熊
序
、
凡
例
、
孛
朮
魯�中
並
余
謙
序
を
存
し
本
文
。

毎
冊
一
巻
。
末
尾
に
通
攷
一
冊
を
附
す
。

首
に
方
形
陰
刻

｢

承
澤
／
堂｣

印
記
、
例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

秋
平
／

居
士｣

、
巻
六
首
に
方
形
陰
刻

｢

甘
泉
黄
／
文
暘
字
／
秋
平
臧
／
書
画
印｣

(

以
上
二
顆
、
黄
文
暘
所
用)

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

衍
聖
／
公
／
私
印｣

(

孔
昭
煥
所
用)

、
例
首
に
方
形
陰
刻｢

秦
伯
／
敦
父｣

、
同｢

臣
／
恩
復｣

、

例
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

石
研
齋
／
秦
氏
印｣

印
記

(

以
上
三
顆
、
秦
恩

復
所
用)

、
熊
序
首
に
同

｢

聊
攝
楊
／
氏
宋
存
書
／
室
珍
臧｣

印
記

(

楊

以
増
所
用)

、
例
首
に
同

｢

楊
紹
和
／
藏
書｣

印
記
を
存
す
。

『

海
源
閣
書
目』

等
録
。
ま
た

『

楹
書
隅
録』

初
編
巻
一
に

｢

元
本
古

今
韻
會
舉
要
三
十
卷
三
十
二
册｣

と
し
て
収
録
す
る
。

同

[

明
前
期]

刊

[

二
修]

覆

[

元]

刊
本

巻
一
、
三
、
五
、
八
、
十
一
、
十
四
、
十
七
、
二
十
一
、
二
十
五
、
二
十

八
首
の
み
題
下
に

｢

甲�(
至
癸�)｣
と
標
す
。

左
右
双
辺

(

一
九
・
一
×
一
二
・
四
糎)

。
版
心
、
中
黒
口
、
下
象
鼻
稀

に
工
名

(

陰刻)

。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

三
二
九
五

(

Ｍ
Ｆ)

〉

二
十
冊

清
劉
惺
棠

瞿�
旧
蔵
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表
紙
不
明
。
孛
朮
魯
並
余
序
、
劉
序
、
熊
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し

(

以

上
一
冊)

本
文
。
第
一
至
十
冊
は
毎
冊
一
巻
、
第
十
一
至
二
十
冊
は
毎
冊

二
巻
。
熊
序
第
三
張
、
巻
四
第
十
五
張
、
巻
二
十
三
第
二
十
一
至
二
十
二
、

巻
三
十
第
十
一
至
十
二
張
鈔
配
。

毎
巻
首
に
方
形
陰
刻｢
玉
泉
／
宗
臧｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

彭
氏
／
仲
子｣

印
記
、
方
形
陰
刻

｢
含
青
樓
／
藏
書
記｣

印
記
、
首
に
同

｢

傳
經
堂
／

[
]｣

印
記
、
例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

立
泉｣

印
記
、
方
形
陰
刻

｢

曾
在
東
山
／
劉
惺
棠
処｣

、
大
尾
に
同

｢

傳
經
／
堂
印｣

印
記

(

以
上
二

顆
、
劉
惺
棠
所
用)

、
同｢

鐵
琴
銅
／
劔
樓｣

(

瞿�
所
用)

印
記
を
存
す
。

『

鉄
琴
銅
剣
楼
蔵
書
目
録』

巻
七
に
録
す
る
｢

元
刊
本｣

は
、
或
い
は

こ
の
本
か
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

N
C
5150.5/4882

(

Ｍ
Ｆ)

〉

十
冊

清
陳
承
裘
旧
蔵

朱�聖
之
識
語

無
文
表
紙
、
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し
本
文
。

第
一
、
二
冊
に
各
二
巻
、
第
八
冊
に
四
巻
を
配
す
る
他
は
、
毎
冊
三
巻
。

巻
四
第
三
十
七
至
四
十
張
、
巻
三
十
第
二
十
二
張
欠
。

例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

王�
／
之
印｣

、
単
辺
方
形
陰
刻

｢

西
／
霞｣

印
記
、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

三
山
陳
氏
居
／
敬
堂
圖
書｣

印
記

(

陳
承

裘
所
用)

、
方
形
陰
刻

｢

朱
印
／�聖
之｣

、
孛
朮
魯
並
余
序
首
に
単
辺
方
形

陽
刻

｢

玖��
／
□
年
精
／
力
所
聚｣

印
記
、
首
冊
打
付
に

｢

此
元
刋
明

印
間
有
明
補�
／
陳
氏
舊
藏
壬
子
夏
初
購
／
松
戸
叟
玖�
記｣

と
書
す
。

〈

浙
江
図
書
館

八
八
六
〉

合
十
六
冊

清�
光�育
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙

(

二
七
・
〇
×
一
五
・
七
糎)

。
改
糸
。
虫
損
修
補
、
本

文
白
紙
印
。
見
返
し
、
副
葉
宣
紙
。
劉
序
、
熊
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し

本
文
。
第
一
至
三
、
六
冊
に
各
一
巻
、
第
十
二
、
十
六
冊
に
各
三
巻
を
配

す
る
他
は
、
毎
冊
二
巻
。
巻
三
十
第
十
八
至
二
十
二
張
欠
。
巻
首
匡
郭
一

九
・
一
×
一
二
・
三
糎
。

例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

鹽
官�
／
氏
衍
分
／
艸
堂
三
世
／
臧
書
印｣

、

方
形
陰
刻

｢

臣
光
／�育
印｣

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

寅
／�｣

朱
印
記

(

以

上
三
顆
、�
光�育
所
用)

を
存
す
。

〈
上
海
図
書
館

善
七
七
三
六
四
七
―
六
二
〉

十
六
冊

有
配

後
補
香
色
表
紙

(

二
七
・
八
×
一
七
・
七
糎)

。
改
糸
。
虫
損
修
補
、
本

文
白
紙
印
。
副
葉
宣
紙
。
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、
通
攷
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を
存
し
本
文
。
第
一
至
二
、
四
、
六
冊
に
各
一
巻
、
第
十
五
至
十
六
冊
に

各
三
巻
を
配
す
る
他
、
毎
冊
二
巻
。
巻
三
第
七
張
、
巻
六
第
二
十
二
張
、

巻
八
第
十
八
張
、
巻
十
一
第
十
張
、
巻
十
四
第
十
五
張
、
巻
二
十
二
第
十

五
、
二
十
五
張
、
巻
二
十
三
第
十
七
張
、
巻
二
十
七
第
二
十
四
張
に
同
版

別
伝
の
竹
紙
印
本
を
以
て
配
す
、
襯
紙
改
装
。
巻
三
第
二
十
六
張
、
巻
六

第
二
十
九
至
三
十
張
、
巻
二
十
二
第
二
十
二
張
、
巻
二
十
八
第
十
張
鈔
配
。

巻
首
匡
郭
一
九
・
一
×
一
二
・
二
糎
。
稀
に
朱
校
改
書
入
を
存
す
。

〈

浙
江
図
書
館

八
八
五
〉

十
冊

清�
光�育
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙

(

三
〇
・
一
×
一
七
・
五
糎)

。
巻
三
、
巻
十
一
中
に
同

版
の
双
辺

｢

古
今
韻
會

[
]｣

刷
題
簽
を
差
夾
む
。
改
糸
。
破
損
修
補
、

本
文
白
紙
印
。
見
返
し
宣
紙
。
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、

通
攷
を
存
し
本
文
。
第
一
至
二
冊
に
各
二
巻
、
第
七
至
八
冊
に
各
四
巻
を

配
す
る
他
は
、
毎
冊
三
巻
。
巻
首
匡
郭
一
九
・
一
×
一
二
・
二
糎
。

孛
朮
魯
並
余
序
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

陸�
／
私
印｣

｢

字
曰
／
靖
伯｣

朱
印
記
、
例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

鹽
官�
／
氏
衍
分
／
艸
堂
三
世
／
臧

書
印｣

、
方
形
陰
刻

｢

臣
光
／�育
印｣

朱
印
記

(

以
上
二
顆
、�
光�育
所

用)

を
存
し
、
第
三
顆
を
刪
去
す
。

〈

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館

425.5/461.1

〉
十
六
冊

巻
十
三
至
三
十
配
同
版
本

民
国
十
四
年�

邦
述
識
語

首
尾
冊
の
み
新
補
香
色
表
紙

(

二
五
・
六
×
一
五
・
六
糎)

次
で
後
補
黄

色
漉
目
銀
切
箔
散
艶
出
表
紙
。
本
文
白
紙
印
。
一
部
襯
紙
改
装
。
前
副
二
、

後
副
一
葉
。
劉
序
、
熊
序
、
凡
例
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
通
攷
を
存
し
本
文
。

第
一
、
十
五
冊
に
各
一
巻
を
配
す
る
他
は
、
毎
冊
二
巻
。
巻
二
第
十
一
至

十
二
張
、
巻
九
第
六
張
、
第
十
一
巻
第
十
、
三
十
二
張
鈔
配
。

巻
十
一
第
三
十
一
、
三
十
二
張
間
に
紙
箋
を
差
夾
み｢

此
葉
元
本
缺
甚
多

亦
有
調
誤
處
此
本
轉
勝
於
元
本｣

と
朱
書
、
巻
一
至
十
二
の
版
本
磨
滅
部

に
朱
筆
鈔
補
を
加
う
。
例
首
に
方
形
陰
刻

｢

蒙
泉
／
精
舎｣

朱
印
記
、
毎

冊
首
に
同

｢

羣
碧
／
樓｣

、
首
冊
前
副
第
一
葉
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

羣
碧

�(
楷書)｣

、
同

｢

元
刻
本

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
し

(

以
上
三
顆
、�

邦
述

所
用)

、
同
第
二
葉
に

｢

古
今
韻
會
舉
要
前
得
殘
本
十
餘
帙
頃
来
呉
中
／

又
購
得
殘
帙
數
巻
乃
得
首
尾
完
具
韻
會
為
黄
／
在
軒
所
著
而
熊
忠
病
其
浩

瀚
始
為
舉
要
世
所
傳
／
本
極
稀
■
〈
墨
滅

｢

黄
氏
原
編
之
若
何
浩
瀚
因
遂

不
復
／
可
見｣

〉
目
序
有
陳�
木
記
云
昨
承
先
師
架
閣
／
黄
公
在
軒
委
刋

云
々
是
初
刋
本
即
舉
要
所
謂
／
古
今
韻
會
之
原
著
遂
不
可
得
見
矣
著
作
／

家
務
為
浩
博
出
成
而
不
能
付
刋�
至
湮
滅
者
〃
‖

何
限
吾
遂
雖
痛
熊
氏
之
獨

擅
然
韻
會
之
／
名
藉
之
以
傳
未
可
謂
非
幸
也
乙
丑
二
月
正
闇

(

行書)｣

題
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識
、
署
名
左
傍
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

正
闇
／
學
人｣

朱
印
記
。｢

正
闇｣

は�
氏
の
号
、｢

乙
丑｣

は
民
国
十
四
年

(

一
九
二
五)

に
当
た
る
。

右
の�
氏
題
識
は

『

群
碧
楼
善
本
書
録』

巻
二
に

｢

古
今
韻
會
舉
要
三

十
卷
〈
十
六
冊
／
元
黄
公
紹
編
熊
忠
舉
要
／
元
刻
本〉｣

等
と
標
記
し
て

載
録
、
若
干
の
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。

同

日
本
應
永
五
年

(

一
三
九
八)

刊

(

釋
聖
壽)

覆

[

元]

刊

[

後
修]

本

巻
首
匡
郭
一
九
・
四
×
一
二
・
三
糎
。
欄
外
異
文
注
記
等
附
刻
、
対
応
す

る
本
文
を�
改
。
巻
尾
よ
り
二
行
を
隔
し
花
口
魚
尾
下

｢
應
永
五
歳
姑
洗

日
〈
幹
縁
藤
氏
權
僧
都
聖
壽
／
重
刊
釋
氏

[
]

一
周
〉(
隷書)｣

刊
記
。

〈

北
京
大
学
図
書
館

Ｄ
五
〇
五
三
〉

十
五
冊

林
読
耕
斎

清
楊
守
敬

李
盛
鐸
旧
蔵

光
緒
八
年

(

一
八
八
二)

楊
氏
跋

新
補
藍
色
表
紙

(

二
七
・
〇
×
一
七
・
二
糎)

。
浅
葱
色
包
角
。
副
葉
宣

紙
。
劉
序
、
熊
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し
本
文
。
第
一
、
五
冊
に
各
一
巻
、

第
十
至
十
一
冊
に
各
三
巻
を
収
め
る
他
は
、
毎
冊
二
巻
。
巻
八
第
三
張
を

巻
七
第
三
十
二
、
三
十
三
張
間
に
、
ま
た
巻
十
九
第
十
七
、
十
九
、
十
八
、

二
十
二
、
二
十
一
、
二
十
、
二
十
三
張
と
錯
綴
。
巻
尾
の
刊
記
を
刪
去
。

縹
色
ま
た
代
赭
色
不
審
紙
。
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

讀
耕
齋
／
之
家
藏｣

朱
印
記

(

林
読
耕
斎
所
用)

、
尾
冊
見
返
し

｢

今
世
傳
韻
會
皆
明
繙
本
向

聞
長
沙
袁
漱
六
蔵
／
有
元
本
未
之
見
也
己
卯
春
姚
彦
侍
以
明
本
重
／
冩
擬

刻
之
以
未
得
元
本
互
校
中
止
近
聞
揚
州
／
書
局
已
刻
此
書
未
知
據
日
本
此

本
為
元
刋
／
明
初
印
本
無
一
翻
補
刋
殊
爲
貴
未
及
／
合
明
本
及
揚
州
本
一

板
之
壬
午
三
月
守
敬
記｣

墨
書
、
直
下
に
方
形
陰
刻

｢

楊
印
／
守
敬｣

朱

印
記
を
存
す
。
壬
午
は
光
緒
八
年

(

一
八
八
二)

、
文
中

｢

揚
州
書
局｣

の
刊
刻
と
は
、
光
緒
九
年
淮
南
書
局
刊
行
の
挙
を
指
し
て
い
よ
う

(

３)

。
ま
た

末
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

朱
印
記

(

楊
守
敬

所
用)

、
首
に
同

｢�
嘉
／
館
印｣

朱
印
記

(

李
盛
鐸
所
用)

を
存
す
。

楊
守
敬
は
該
本
を
元
版
と
解
し
た
が
、
覆
元
五
山
版
の
刊
記
を
去
っ
た

形
で
あ
る
。
な
お
楊
氏
の
跋
は

『

日
本
訪
書
志』

に
録
し
て
い
な
い
。

〈Y
ale

U
niversity

B
einecke

M
em

orialLibrary
Y
A
J/11a3

〉

一
冊

存
巻
八
至
十

林
鳳
潭

小
島
宝
素
旧
蔵

〈

近
畿
大
学
中
央
図
書
館

〇
二
二
三
一
〉

一
冊
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存
巻
二
十
五
至
二
十
七

同

後
補
渋
引
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙(

二
三
・
九
一
×
一
五
・
六
糎)

右
肩
よ
り
打
付
に
韻
目
を
列
記
す
。
右
肩
双
辺
刷
枠
題
簽
を
新
補
し
、
直

下
に

｢

五｣
と
朱
書
。
背
面
古
活
字
版
の
暦
。
近
大
本
は
ほ
ぼ
同
大
の
新

補
丹
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙
、
前
見
返
し
背
面
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢

ヱ
越
後

{

越
前
屋
／
新
發
田}

(

楷書)｣

墨
印
記
を
存
す
。
毎
冊
三
巻
。

巻
八
首
匡
郭
一
九
・
二
×
一
二
・
二
糎
。

巻
八
に

[

室
町
末
近
世
初]

朱
竪
句
点
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送

仮
名
、
欄
上
貼
紙
校
注
書
入
。
巻
十
尾
に
別
手
墨
筆
に
て
大
尾
刊
記
模
写
。

毎
冊
尾
に
方
形
陰
刻

｢

□
／
林｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
に
双
辺
菱
形
陽
刻

｢

林
／
悳｣

朱
印
記

(

林
鳳
潭
所
用)

、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

小
嶋
氏
／
圖
書

記｣

朱
印
記

(

小
島
宝
素
所
用)

、
近
大
本
の
み
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

帋
魚
庵
藏
書

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。

同

朝
鮮
明
宣�
九
年

(

一
四
三
四)

跋
刊

(

慶
州
密
陽)

覆

[

元]

刊

[

四]

修
本

巻
首
匡
郭
一
九
・
二
×
一
二
・
三
糎
。
間
々
版
心
に
工
名
。

尾
に
列
銜

(

一
張)

、
首
第
二
行
よ
り
低
六
格
で
本
文

｢(

上
略)

觀
察
黜

陟
使
通
政
大
夫
兵
曹
左
參
議
寶
文
閣
直
提
學
辛

引
孫｣

、
毎
半
張
十
行
、

行
字
数
不
等
、
版
心
題

｢

韻
跋｣

。

次
で
辛
引
孫
跋

(

一
張)

、
首
よ
り
低
二
格
で
本
文

｢(

上
略)

壬
／
子
冬

臣
承
乏
監
司
之
任
慨
然
有
意
板
刋
／
而
訪
之
道
内
無
有
藏
者
癸
丑
秋
具
辭

以
／

(

以
下
三

行
双
擡)

聞
特
蒙
〃
‖

允
許
仍
／
賜
經
筵
所
藏
二
部
以
爲
刋
本
其
所

以
／

(

単擡)

崇
重
儒
學
之
意
至
矣
盡
矣
臣
即
分
付
于
慶
／
州
密
陽
閲
五
月

而
訖
工
務
欲
廣
布
以
恵
／
無
窮
庶
幾
仰
裨
／

(

単擡)

盛
朝
興
文
之
化
之
萬

一
云
宣
徳
九
年
甲
寅
／
五
月

日
慶
尚
道
觀
察
黜
陟
使
通
政
大
夫
兵
曹
左

參
議
寶
文
閣
直
提
學
臣
辛
〈
引
孫
〉
／
拜
手
稽
首
敬
跋｣

、
毎
半
張
十
行
、

毎
行
十
七
字
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

七
三
三
九
〉

二
十
四
冊

巻
十
九
至
二
十
一
配
同
版
後
印
本

朝
鮮
尹
剛
光

民
国
羅
振
玉

張
元
済
旧
蔵

新
補
柴
色
艶
出
表
紙

(

二
七
・
二
×
一
六
・
九
糎)

。
本
文
料
紙
唐
本
様
。

襯
紙
改
装
。
前
後
副
葉
宣
紙
。
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、

通
攷
を
存
し
本
文
。
毎
冊
一
、
二
巻
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
九
×
一
二
・
三

糎
。
無
跋
。
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毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

竜
城
／
尹
氏｣

｢

剛
光
／
景
仁｣

朱
印
記
、

例
首
に
楕
円
形
陰
刻
不
明
朱
印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

觀
文
堂｣

朱
印
記
、
首
に
単
辺
楕
円
形
陽
刻

｢(

双
龍

間

)

宸
翰
樓｣

、
巻
首
に
方
形
陰

刻

｢

羅
振
／
玉
印｣

朱
印
記
、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

涵
芬
樓｣

｢

海
鹽

／
張
元
濟
／
經
收｣
、
尾
に
方
形
陰
刻

｢

涵
芬
／
樓
臧｣

朱
印
記
を
存
す
。

巻
一
第
十
九
、
二
十
張
間
に｢

圭
齋
文
／
集

〈

明
刊
〉
／

六
本
〈
元〉｣

墨
書
、
方
形
陰
刻｢

連
理
紫
／
薇
室｣

朱
印
記
を
存
す
る
紙
箋
を
差
夾
む
。

該
本
を

『

涵
芬
楼
燼
餘
書
録』
経
部
に

｢

明
覆
元
本｣

と
収
録
す
る
。

〈

名
古
屋
市
立
鶴
舞
図
書
館

河
コ
・
三
〉

十
二
冊

河
村
秀
頴
旧
蔵

後
補
淡
茶
色
表
紙

(

二
五
・
四
×
一
五
・
八
糎)

左
肩
打
付
に

｢

舉
要

〈

幾
之
幾〉｣

と
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
書
す
。
改
糸
。
本
文
厚
手
白
楮
紙
。

見
返
し
新
補
。
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し
本

文
。
第
一
冊
に
一
巻
、
第
二
至
五
冊
に
各
二
巻
、
第
六
至
十
二
冊
に
各
三

巻
を
配
す
。
巻
五
第
三
十
五
張
、
巻
七
第
十
三
至
十
四
張
、
巻
八
第
一
至

二
張
、
巻
九
第
七
至
八
張
、
巻
十
第
三
至
四
、
十
八
張
、
巻
十
三
第
十
六

張
、
巻
十
七
第
十
一
至
十
二
張
、
巻
二
十
二
第
六
至
七
張
、
巻
二
十
三
第

四
至
五
張
鈔
配
。
巻
二
十
三
第
三
、
二
張
錯
綴
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
八
×

一
二
・
三
糎
。
無
跋
。

朱
標
点
、
墨
鈔
補
、
欄
外
補
注
書
入
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

河
邨

／
家
藏｣

朱
印
記
を
存
す
。
尾
冊
後
見
返
し
に

｢

此
書
河
村
秀
頴
遺
書
／

大
正
九
年
整
装｣

墨
書
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

一
―
三
〇
九

(

九
五
三)

〉

二
冊

存
巻
十
至
十
二

十
七
至
二
十

朝
鮮
金
煕
敬
旧
蔵

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
七
・
〇
×
一
六
・
〇
糎)

左

肩
打
付
に

｢

韻
會
巻
幾
之
幾｣

と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
を
列
す
。
右
下
方

別
筆
に
て

｢

共
十｣

と
書
す
。
前
冊
三
巻
、
後
冊
四
巻
。
巻
十
首
匡
郭
一

八
・
三
×
一
二
・
三
糎
。

毎
韻
首
並
に
毎
葉
後
半
欄
上
に
韻
目
を
墨
書
す
。
稀
に
別
手
藍
墨
に
て
欄

上
補
注
書
入
、
第
二
冊
見
返
し
万
暦
己
丑

(

十
七
年
、
一
五
八
九)

ま
た

壬
辰
の
詩
文
、
末
に

｢

東
岡
先
生
之
從
孫
進
士�栗�文
涙
書｣

と
署
す
。
毎

冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

四
美
／
亭
侶｣

｢

李
憑
／
甫
卿｣

墨
印
記
、
毎

冊
尾
に
同

｢

晩
翠
／
軒
章｣

｢

甫
城
／
後
人｣

墨
印
記
、
毎
冊
首
尾
に

｢
南
閃
□
／
居
安
東｣

｢

金
／
煕
／
敬｣

首
朱
尾
墨
印
記
、
毎
冊
尾
に
単
辺

円
形
陰
陽
刻｢

聞
／
詔｣

、
単
辺
円
形
中
単
辺
方
形
陽
刻｢

金�栗
／
□
温｣

、

鼎
形
中
方
形
陰
刻
不
明
墨
印
記
を
存
す
。
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〈
誠
庵
古
書
博
物
館

一
―
三
一
〇

(

九
五
二)

〉

一
冊

存
巻
二
十
八
至
三
十

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
四
・
〇
×
一
五
・
六
糎)

左

肩
打
付
に

｢
韻
會
〈
□
十〉｣

と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
を
列
す
。
巻
二
十

八
首
匡
郭
一
八
・
〇
×
一
二
・
二
糎
。
無
跋
。

毎
巻
首
に
単
辺
紡
錘
形
陽
刻

｢

李
□
□｣

朱
印
記
を
存
す
。

以
下
の
数
本
は
、
修
刻
の
有
無
に
正
確
を
期
し
難
い
。
そ
こ
で
便
宜
こ

の
位
置
に
掛
け
、
後
考
に
待
ち
た
い
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

一
―
三
一
一

(

二
〇
七
八)
〉

一
冊

存
巻
二
十
二
至
二
十
四

丁
子
染
艶
出
表
紙

(

二
三
・
二
×
一
五
・
六
糎)

左
方
洋
紙
箋
を
新
補
し

｢

古
今
韻
會
舉
要｣

と
書
す
。
巻
二
十
二
首
匡
郭
一
八
・
四
×
一
二
・
七

糎
。
首
の
み
墨
傍
点
書
入
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

一
―
三
一
二

(

九
五
一)

〉

三
冊

存
巻
一
至
二

十
八
至
二
十
一

二
十
五
至
二
十
七

茶
色
艶
出
表
紙

(

二
二
・
五
×
一
五
・
六
糎)

過
半
は
剥
落
、
首
冊
右
方

よ
り
打
付
に

｢

巻
之
一｣

と
書
す
。
破
損
修
補
。
見
返
し
に

｢

韻
會
共
十

一｣

と
書
す
。
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
通
攷
、
凡
例
を
存
し
本

文
。
上
冊
に
二
巻
、
中
冊
に
四
巻
、
下
冊
に
三
巻
を
収
む
。
巻
首
匡
郭
一

八
・
八
×
一
二
・
三
糎
。
巻
二
第
十
四
張
鈔
配
、
巻
二
、
二
十
七
尾
欠
。

毎
葉
前
半
欄
上
に
墨
韻
目
、
行
間
諺
文
音
注
、
補
注
書
入
、
破
損
部
鈔
補
。

巻
首
並
に
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻｢

主
松
月｣

墨
印
記
を
存
す
。

〈

大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館

貴
一
四
二
／
朝
古
四
一
・
一
一
一
〉
九
冊

朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵

当
館
新
補
黄
色
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙(

二
二
・
七
×
一
六
・

七
糎)

、
次
で
焦
茶
色
雷
文
繋
菊
花
文
空
押
艶
出
表
紙
、
第
四
至
五
冊
黄

檗
染
表
紙
。
左
肩
打
付
に

｢

韻
會

幾
之
幾｣

｢

幾｣

と
、
右
肩
よ
り
韻

目
を
書
す
。
裏
打
改
装
、
原
紙
高
約
二
二
・
四
糎
。
首
冊
見
返
し
副
葉
に

詩
草
。
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し
本
文
。
第

一
冊
に
一
巻
、
第
四
冊
に
二
巻
、
第
六
、
八
冊
に
各
四
巻
を
配
す
る
他
、

毎
冊
三
巻
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
九
×
一
二
・
四
糎
。
無
跋
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

七
三
三
九
の
う
ち
〉

存
巻
十
九
至
二
十
一

巻
一
至
十
八

二
十
二
至
三
十
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配
同
版
早
印
本

民
国
羅
振
玉

張
元
済
旧
蔵

三
巻
を
存
す(

二
十
四
冊
の
う
ち
二
冊)

。
襯
紙
改
装
、
原
紙
高
約
一
七
・

〇
糎
。
前
冊
二
巻
、
後
冊
一
巻
。

巻
十
九
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

鼎
壽
／
福
書
／
南
氏
印｣

朱
印
記
を
存
す
。

該
本
の
全
体
に
関
す
る
事
項
は
前
掲
。

二

[

元]

刊
本
系
統
補
足

前
稿
未
収
の
版
種

同

明
嘉
靖
十
五
年

(

一
五
三
六)

序
刊

同
十
七
年
修

覆

[

明
前
期]

刊
本

本
版
は

[

明
前
期]

刊
本
の
比
較
的
忠
実
な
覆
刻
本
で
、
近
年
は
影
印

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
、
実
質
上
の
流
布
本
で
も
あ
る

(

４)

。
し
か
し
前
掲

の
諸
本
や
、
後
述
の
朝
鮮
、
日
本
刊
本
に
比
較
し
て
も
、
本
文
に
劣
っ
た

箇
所
が
目
立
ち
、
翻
版
の
重
複
に
よ
る
問
題
が
多
い
。
た
だ
本
版
に
は
中

国
大
陸
在
来
の
伝
本
が
多
く
、
稿
者
は
今
日
ま
で
網
羅
的
伝
本
調
査
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
そ
の
一
端
に
触
れ
得
た
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
遺
憾
な
が
ら
、

本
稿
で
は
そ
の
梗
概
を
記
す
に
止
め
、
本
文
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
み
、

後
掲
の
日
本
古
活
字
刊
本
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
述
べ
る
措
置
と
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
古
活
字
本
の
章
段
を
参
照
さ
れ
た
い
。

先
ず
張
鯤
序

(

六
張)

、
首
題

｢(

以
下
低
二
格

諱
字
擡
頭

)

刻
古
今
韻
會
叙
／
初
愚
谷

李
子
謂
子
鯤
曰(

中
略)

乃
者
鎮
江
之
板
／
殘�
書
幾
淪
没
不
傳
也
嗟
夫

／
子
鯤
曰
然
鯤
有
嘉
本
藏
之
久
／
矣
盍
刻
諸
時
則
十
有
四
年
冬
〃
‖

愚
谷
李

子
提
學
江
西
廼
請
之
／
撫
臺
嶼
湖
秦
中
丞�
臺
容
峯
／
陳
侍
御
僉
曰
可
焉

于
是
鳩
工
／
重
刻
其
明
年
春
三
月
甲
子
梓
／
人
告
成
事
當
是
時
愚
谷
李
子

／
則
又
司
業
南
雍
行
矣
子
鯤
適
〃
‖

帶
理
學
政
因
覽
而
歎
曰

(

中
略)

／
嘉

靖
十
五
年
歳
次
丙
申
夏
四
／
月
乙
酉�
少
山
人
張
鯤
序｣

、
六
行
十
三
字
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
本
版
は
、
嘉
靖
十
四
年

(

一
五
三
五)

か
ら
翌
年
に
か

け
て
江
西
道
の
督
学
で
あ
っ
た
李
舜
臣

(

字
愚
谷)

が
、
学
官
の
張
鯤
と

諮
り
、
張
氏
蔵
本
を
以
て
官
刻
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
版
の

版
式
字
様
等
を
閲
す
る
と
、
大
略
こ
の
間
の
刊
行
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
張
序
の
年
記
を
刊
年
と
し
て
標
出
し
た
。
な
お
篇
中

｢

鎮
江
之

板｣

と
称
す
る
も
の
が
、
前
版

[

明
前
期]

刊
本
を
指
す
か
ど
う
か
、
徴

証
を
欠
く
。
ま
た
知
見
本
に
は
張
序
に
先
立
ち
、
次
の
一
篇
が
附
刻
さ
れ

て
い
る
。

劉
辰
翁
序

(
四
張)

、
首
よ
り
本
文

｢(

上
略)

壬
辰
十
月
望
日
廬
陵
劉
辰

／
翁
序

(

隷書)｣
。
六
行
十
六
字
。
末
尾
に
低
三
格
に
単
辺
無
界

｢

韻
會
舉
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要
一
編
考
據
最
精
其
劉
辰
翁
首
序
／
大
極
明
切
予
守
鎭
江
時
嘗
見
丹
陽
孫

氏
家
／
板
中
間
漫
滅
者
倶
令
翻
補
今
承
乏
江
右�
／
司
載
見
茲
刋
但
缺
前

序
因
梓
補
亡
匪
曰
存
／
舊
抑
以
表
見
須
谿
手
筆
云
耳
／
嘉
靖
戊
戌
孟
秋
朔

旦
西
京
劉
儲
秀
謹
跋

(

隷書)｣

牌
記
。

こ
れ
は
本
版
刊
行
の
二
年
後
、
江
西
に
赴
任
し
た
劉
儲
秀
が
、
本
版
に

原
作

『

古
今
韻
会』

に
附
さ
れ
た
劉
辰
翁
序
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を
憾
み

と
し
、
嘗
て
見
た
丹
陽
の
孫
氏
家
蔵
本
に
拠
り
補
刻
し
た
こ
と
を
告
げ
る
。

左
の
知
見
二
本
は
共
に
こ
の
劉
序
を
存
す
る
こ
と
か
ら
、
併
せ
て
こ
れ
も

標
出
し
た
。

以
下
、
凡
例
と
通
攷
を
存
す
る
こ
と
、[

明
前
期]

刊
本
に
同
じ
。

左
右
双
辺

(

二
〇
・
六
×
一
三
・
七
糎)

。
版
心
白
口
、
上
辺
題

｢

古
今

韻
會
巻
之
幾｣

、
単
線
黒
魚
尾
、
重
界
下
張
数
。
そ
の
他
、
版
式
同
前
。

〈

浙
江
図
書
館

八
八
七
〉

合
十
二
冊

新
補
藍
色
金
砂
子
散
表
紙

(

二
七
・
四
×
一
六
・
七
糎)

。
改
糸
。
虫
損

修
補
。
本
文
白
紙
印
。
見
返
し
、
副
葉
宣
紙
。
劉
序
、
張
序
、
凡
例
、
通

攷
を
存
し
本
文
に
入
る
。
第
一
冊
に
一
巻
、
第
二
至
五
冊
に
各
二
巻
、
第

六
至
十
二
冊
に
各
三
巻
を
収
む
。

例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

韓
江
汪
／
氏
家
藏｣

、
巻
首
に
方
形
陰
刻

｢

汪 �
／
頌
堂｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

浙
江
図
書
館

八
八
八
〉

九
冊

欠
巻
一
至
二

新
補
藍
色
表
紙

(

二
八
・
四
×
一
七
・
一
糎)

。
巻
三
中
に
淡
青
紙
印
、

単
辺｢

古
今
韻
會[

]

〈
乙〉｣

刷
題
簽
を
差
夾
む
。
改
糸
。
破
損
修
補
。

本
文
白
紙
。
見
返
し
、
副
葉
宣
紙
。
第
一
冊
に
二
巻
、
第
二
至
五
、
八
至

九
冊
に
各
三
巻
、
第
六
至
七
冊
に
各
四
巻
を
配
す
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

湖
東
／
道
印｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈U
niversity

of
C
hicago,EastA

sian
Library

T5126/2353〉

十
冊

後
補
香
色
艶
出
表
紙

(

二
七
・
八
×
一
七
・
二
糎)

左
肩
貼
附
単
辺
刷
題

簽

｢

古
今
韻
會｣

。
本
文
白
紙
印
。
張
序
、
劉
序
、
凡
例
、
通
攷
を
存
し

本
文
。
第
一
至
二
冊
に
各
二
巻
、
第
七
至
八
冊
に
各
四
巻
を
配
す
る
他
は
、

毎
冊
三
巻
。
後
印
本
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

王
印
／
懿
榮｣

朱
印
記
を
存
す
。

同

[
朝
鮮
中
期]

刊

翻
朝
鮮
明
宣�
九
年
跋
刊
本
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朝
鮮
版
に
は
、
一
に
触
れ
た
朝
鮮
明
宣�
九
年
跋
刊
本
の
他
に
、
も
う

一
種
を
存
し
、
後
述
の
よ
う
に
そ
の
成
立
は
十
七
世
紀
に
降
る
た
め
、
前

稿
に
は
略
述
に
止
め
た
が
、
そ
の
版
本
に
つ
い
て
こ
の
機
に
挙
げ
て
置
く
。

本
版
は
前
記
朝
鮮
版
に
交
替
し
て
現
れ
た
版
本
で
、
跋
に
見
る
如
く
壬

辰
丁
酉
の
倭
乱(
文
禄
慶
長
の
役
、
一
六
九
二
、
七)

に
よ
っ
て
欠
亡
し

た
本
書
の
伝
本
を
補
う
た
め
、
新
た
に
刊
刻
さ
れ
た
も
の
と
言
う
。
版
は

大
型
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
は
前
記
朝
鮮
版
を
踏
襲
し
た
。

先
ず
劉
序

(

四
張)

、
次
で
熊
序

(
第
五
至
七
張)

、
次
で
孛
朮
魯
並
余
序

(

二
張)

、
凡
例

(

八
張)

を
存
す
る
こ
と
は
同
前
で
あ
る
が
、
次
で
韻
母

目
録

(

四
張)

を
配
し
、
通
攷

(

三
〇
張)
を
置
く
。

巻
首
題

｢

古
今
韻
會
舉
要
卷
之
一

(

至
三
十)
／

平
聲
上｣

、
注
と
小

目
あ
り
、
行
を
接
し

｢(

低
五

格

)

一
〈
東
獨
用〉｣

、
ま
た
有
注
、
接
行
に
て

本
文
に
入
る
。
体
式
同
前
。

四
周
双
辺

(

二
四
・
二
×
一
六
・
九
糎)

有
界
、
毎
半
張
八
行
、
行
小
二

十
二
、
三
字
。
版
心
、
中
黒
口

(

接
内

周

)

双
花
口
魚
尾

(

対向)

間
題

｢
韻

幾
巻｣

。
尾
題
同
首
。

本
文
後
に
李
植
跋

(

一
張)

、
首
よ
り
本
文

｢

古
今
字
書
至
韻
會
大
備

(

中
略)

兵
火
以
來
此
書
公
私
蔵
本
幾
／
泯
幸
於
校
局
有
板
本
而
亦
缺
亡

余
取
玉
／
堂
舊
本
比
校
補
苴�
梓
完
帙(

中
略)

徳
水
後
學
李
植
謹
跋｣

。

こ
の
版
本
を
、
東
洋
文
庫
、
東
京
大
学
文
学
部
言
語
学
科
小
倉
文
庫
、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
、
中
華
民
国
国
立
中
央
図
書
館
に
も
蔵

し

(

５)

、
亜
細
亜
文
化
社

(

韓
国)

刊
行
の
影
印
本
も
同
版
。
谷
村
文
庫
本
は

李
植
の
跋
文
を
附
刻
し
、
左
承
旨
尹
絳
に
対
す
る
内
賜
記
を
も
有
す
る
。

跋
を
記
し
た
李
植
は
明
万
暦
十
二
年

(

一
五
八
四
、
宣
祖
朝)

生
、
同
三

十
七
年

(

一
六
〇
九
、
光
海
君
朝)

登
科
、
清
順
治
四
年

(

一
六
四
七
、

仁
祖
朝)

歿
で
、
内
賜
を
得
た
尹
絳
は
明
万
暦
二
十
五
年

(

一
五
九
七
、

宣
祖
朝)

生
、
明
天
啓
四
年

(

一
六
二
四
、
仁
祖
朝)

登
科
、
清
康
煕
六

年

(

一
六
六
七
、
顕
宗
朝)

歿
で
あ
る
か
ら
、
凡
そ
十
七
世
紀
前
半
、
仁

祖
朝
前
後
の
刊
行
と
見
ら
れ
る

(

６)

。

本
版
に
つ
い
て
本
格
的
な
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
詳
述
す

る
こ
と
は
差
控
え
た
い
。
接
し
得
た
伝
本
に
つ
い
て
の
み
以
下
に
列
し
て
、

参
考
に
供
す
る
。

〈

ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣

中
一
六
一
四
〉

十
三
冊

朝
鮮
総
督
府

京
城
帝
国
大
学
旧
蔵

後
補
丁
子
染
卍
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
五
・
一
×
二
二
・
四
糎)

左
肩

打
付
に

｢
古
今
韻
會
舉
要
〈
幾〉｣

と
、
右
下
方
綫
外
に

｢

共
十
三｣

と

書
す
。
本
文
厚
手
楮
紙
。
見
返
し
新
補
、
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
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凡
例
、
通
攷
を
存
し
本
文
に
入
る
。
第
一
冊
に
一
巻
、
第
八
、
十
至
十
三

冊
に
各
三
巻
を
収
め
る
他
、
毎
冊
二
巻
。
匡
郭
二
四
・
一
×
一
六
・
九
糎
。

有
跋
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

朝
鮮
総
／
督
府
圖
／
書
之
印

(

楷書)｣

朱
印

記
、
見
返
し
に
同

｢
京
城
帝
／
國
大
學
／
圖
書
章｣

(

大)

、
毎
巻
首
に
同

(

小)

朱
印
記
を
存
す
。

〈

ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣

中
一
八
一
〇
〉

一
冊

存
巻
十
三
至
十
五

朝
鮮
朝
承
政
院

朝
鮮
総
督
府

京
城
帝
国
大
学
旧
蔵

黄
檗
染
卍
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
三
・
二
×
二
一
・
〇
糎)

左
肩

打
付
に

｢

古
今
韻
會
〈
七〉｣

と
、
右
肩
よ
り
別
筆
に
て
声
韻
目
を
列
記
、

右
下
方
綫
外
に｢

共
十
二｣

と
書
す
。
巻
十
三
首
匡
郭
二
三
・
九
×
一
七
・

二
糎
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

承
政
院｣

朱
印
記
、
同

｢

朝
鮮
総
／
督
府
圖
／
書

之
印｣

朱
印
記
、
見
返
し
に
同

｢

京
城
帝
／
國
大
學
／
圖
書
章｣

(

大)

、

毎
巻
首
に
同

(

小)

朱
印
記
を
存
す
。

〈

ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣

中
一
八
七
四
〉

十
二
冊

朝
鮮
朝
侍
講
院

朝
鮮
総
督
府

京
城
帝
国
大
学
旧
蔵

後
補
黄
檗
染
卍
繋
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
三
・
七
×
二
一
・
四
糎)

左
肩

打
付
に

｢

古
今
韻
會
舉
要
〈
幾〉｣

と
、
右
下
方
綫
外
に

｢

共
十
二｣

と

書
す
。
見
返
し
新
補
、
劉
序
、
熊
序
、
孛
朮
魯
並
余
序
、
凡
例
、
韻
母
目

録
、
通
攷
を
存
し
本
文
。
第
一
冊
に
一
巻
、
第
二
至
五
冊
に
各
二
巻
を
収

め
る
他
、
毎
冊
三
巻
。
巻
首
匡
郭
二
四
・
一
×
一
六
・
九
糎
。
有
跋
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

侍
講
院｣

(

太)

暗
朱
、
同

(

細)

朱
印
記
、

同｢

帝
室
／
圖
書
／
之
章｣

朱
印
記
、
同｢

朝
鮮
総
／
督
府
圖
／
書
之
印｣

朱
印
記
、
見
返
し
に
同｢

京
城
帝
／
國
大
學
／
圖
書
章｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

誠
庵
古
書
博
物
館

一
―
三
一
三

(

一
一
九
八)

〉

一
冊

存
巻
一
至
二

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
文
空
押
艶
出
表
紙

(

三
四
・
九
×
二
一
・
五
糎)

左

肩
打
付
に

｢

韻
會
第
二｣

と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
を
列
記
す
。

首
の
み
字
目
に
墨
圏
を
加
う
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

鄭
錫
／
僑
／
希
□｣

朱
印
記
を
存
す
。

三

古
活
字
本
三
種

附
和
刻
本
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『

古
今
韻
会
挙
要』

の
古
活
字
本
に
は
、
従
来
か
ら
三
種
が
知
ら
れ

(

７)

、

現
在
ま
で
稿
者
の
追
跡
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
が
、
そ
の
限
り
に
お

い
て
も
三
種
の
伝
来
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
の
年
次
や
実
行
者

の
名
が
知
ら
れ
な
い
た
め
、
先
行
研
究
で
は
版
式
の
相
異
に
注
目
し
た
呼

び
分
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
ま
ず
、
そ
の
呼
称
を
踏
襲
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
古
活
字
本
は
、
植
字
を
異
に
す
る
別
版
の
関
係
で
は
あ
る
が
、

款
式
を
同
じ
く
す
る
等
、
形
式
上
の
一
致
点
が
指
摘
さ
れ
、
本
文
上
に
も

深
い
関
係
が
あ
る
。

本
書
の
古
活
字
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の
三
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。

ま
ず
三
種
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
か
、
ま
た
古
活
字
本
の
本

文
は
、
先
行
す
る
版
本
の
う
ち
、
ど
の
本
を
来
源
と
し
て
い
る
か
、
さ
ら

に
後
出
の
版
本
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る
か
、
以
上
の
三
点
で
あ

る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
古
活
字
本
を
本
書
の
版
本
系
統
中
に
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
収
斂
し
よ
う
。
問
題
の
対
象
と

な
る
事
実
を
、
時
間
の
経
過
の
上
で
見
る
と
、
先
行
の
版
本
か
ら
古
活
字

本
を
生
じ
、
古
活
字
本
に
三
種
の
異
本
を
生
じ
、
古
活
字
本
の
刊
行
を
踏

ま
え
て
後
出
の
版
本
が
作
ら
れ
た
と
い
う
順
序
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ま

ず
、
古
活
字
本
三
種
を
検
討
し
て
相
互
関
係
を
整
理
し
て
か
ら
そ
の
来
源

を
考
え
、
次
で
後
出
の
版
本
に
つ
い
て
記
述
し
、
古
活
字
本
と
の
関
係
を

考
え
る
と
い
う
手
順
を
と
り
た
い
。

同

三
十
卷

日
本

[

近
世
初]

刊

(

古
活
字)

有
界
第
二
種
本

本
書
の
古
活
字
本
は
、
前
版
の
覆
刻
が
基
調
で
あ
っ
た
元
明
版
、
五
山

版
、
朝
鮮
版
と
は
、
少
し
く
そ
の
様
相
を
異
に
し
、
序
例
と
巻
一
に
つ
い

て
は
、
旧
来
の
款
式
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
三
種
あ
る
古
活
字
本
相

互
に
は
、
款
式
が
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
便
宜
上
先
行
の
研
究
に
従
っ
て
、

界
線
の
有
無
を
徴
表
と
し
て
二
分
し
、
さ
ら
に
二
種
あ
る
有
界
本
を
第
一
、

二
種
と
呼
び
分
け
る
措
置
と
す
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
有
界
本
、
次
い
で
無

界
本
の
順
に
記
し
て
行
く
が
、
行
論
の
都
合
上
、
有
界
本
で
は
第
二
種
本

を
先
に
掲
げ
た
。

先
ず
張
鯤
序(

四
張)

、
首
題
以
下
低
一
格

｢

刻
古
今
韻
會
叙
／

(

中
略)

嘉
靖
十
五
年
歳
次
丙
申
夏
／
四
月
乙
酉�
少
山
人
張
鯤
序｣

(

前
記
明
嘉

靖
十
五
年
序
刊
本
に
同
文)

、
八
行
十
二
字
、
版
心
題

｢

韻
會
序｣

。

次
で
凡
例

(

四
張)

、
首
題

｢

古
今
韻
會
舉
要
凡
例

(

大字)

／

(

以
下
低

小
九
格)

昭

武

黄

公
紹

直
翁

編
輯
／
昭

武

熊

忠

子
中

舉
要｣

、

体
式
諸
本
に
同
じ
、
但
し
毎
半
張
十
五
或
十
四
行
、
版
心
題

｢

韻
會
例｣

。
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巻
首
題

｢

古
今
韻
會
舉
要
卷
之
一

(

至
三
十)

(

大字)

／

平
聲
上｣

、
改

行
低
小
三
格
注
、
ま
た
改
行
し
低
四
格
以
下
の
小
目
等
あ
り
、
さ
ら
に
行

を
接
し｢(
低
五

格
)

一
〈
東
獨
用〉｣

、
ま
た
有
注
、
接
行
に
て
本
文
に
入
る
。

体
式
同
前
。

四
周
双
辺

(

二
一
・
五
×
一
五
・
一
糎)

有
界
、
毎
半
張
八
行
、
行
小
二

十
三
字
。
版
心
、
粗
黒
口(
接
内

周
)

双
花
口
魚
尾(

対向)

間
題｢

韻
會
幾｣

、

張
数
。
尾
題
同
首
。

本
文
の
構
成
に
つ
い
て
は
前
本
に
変
わ
り
な
い
が
、
首
の

｢

禮
部
韻
略

七
音
三
十
六
母
通
攷｣

や
、
張
序
以
外
の
旧
序
を
欠
き
、
こ
の
こ
と
は
、

古
活
字
本
三
種
に
共
通
の
特
徴
で
あ
る
。
該
本
の
本
文
の
細
情
に
つ
い
て

は
、
三
種
を
挙
げ
た
後
に
併
せ
て
述
べ
た
い
。
以
下
、
知
見
の
伝
本
を
掲

出
す
る
。

〈

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

一
〇
一
・
四
三
〉

十
五
冊

徳
川
義
直
旧
蔵

後
補
淡
茶
色
漉
目
艶
出
表
紙

(

二
七
・
六
×
一
九
・
六
糎)

左
肩
に
題
簽

を
貼
布
し

｢

古
今
韻
會
〈
幾
之
幾〉｣

と
書
す
。
尾
冊
の
み
新
補
黄
檗
染

表
紙
。
改
糸
。
虫
損
修
補
、
間
々
襯
紙
改
装
。
尾
冊
の
み
裏
打
修
補
。
張

序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。
巻
六
第
三
十
六
張(

尾)

を
巻
十

六
後
に
錯
綴
す
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

御
／
本｣

朱
印
記(

徳
川
義
直
所
用)

あ
り
。

〈

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

一
一
〇
・
二
七
〉

十
五
冊

徳
川
義
直

名
古
屋
藩
徳
川
家
旧
蔵

後
補
黄
檗
染
表
紙

(

二
七
・
四
×
一
九
・
五
糎)

左
肩
に
題
簽
を
貼
布
し

｢

古
今
韻
會
〈
幾

幾〉｣

と
書
す
。
改
糸
。
虫
損
修
補
、
一
部
裏
打
修
補
。

張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

奇
数
巻
尾
版
心
上
に
朱
柱
、
稀
に
欄
上
墨
校
改
書
入
あ
り
。
淡
茶
色
、
縹

色
不
審
紙
。
毎
冊
首
に
単
辺
円
形
陽
刻

｢

御
／
本｣

朱
印
記

(

同
前)

、

首
に
同

｢

尾
陽
／
文
庫｣

朱
印
記

(

名
古
屋
藩
所
用)

を
存
す
。

〈

大
東
急
記
念
文
庫

三
五
・
九
・
一
五
〉

十
五
冊

但
馬
大
明
寺
旧
蔵

宝
永
二
年

(

一
七
〇
五)

活
翁
恵
快
識
語

新
補
紫
色
艶
出
表
紙

(

二
八
・
三
×
一
九
・
九
糎)

左
肩
香
色
題
簽
を
貼

布
し

｢

古
今
韻
會

[
]

幾｣

と
書
す
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎

冊
二
巻
。

稀
に
朱
合
竪
傍
句
点
、
傍
圏
書
入
。
尾
冊
後
見
返
し
に

｢

古
今
韻
會
全
部

者
江
雲
先
師
／
之
遺
書
也
小
子
祖
忠
寄
附
之
／
雲
頂
山
大
明
禪
寺
常
住
者
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也
／
寶
永
二
乙
酉
夷
則
八
日
／
現
住
大
明
嗣
法
小
師
活
翁
惠
快
誌｣

墨
識
。

巻
二
第
三
、
四
張
間
等
に
片
仮
名
交
じ
り
に
て

『

虚
堂
録』

の
辞
句
を
注

解
し
た
紙
箋
を
差
夾
む
。

〈

尊
経
閣
文
庫

雑
部
字
書
類
〉

十
五
冊

稲
田
福
堂
旧
蔵

茶
色
漉
目
菱
花
牡
丹
花
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
八
・
〇
×
一
九
・
九
糎)

左
肩
題
簽
を
貼
布
し

｢

韻
會
〈
何
聲

幾
幾〉｣

と
書
す
。
押
し
八
双
あ

り
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

極
稀
に
欄
上
墨
校
注
あ
り
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

稲
田
／
福
堂
／

圖
書｣

｢

江
風
山
／
月
莊｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
〉

十
五
冊

甲
斐
恵
林
寺
旧
蔵

淡
茶
色
雷
文
繋
雨
龍
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
七
・
六
×
一
九
・
四
糎)
、

右
肩
よ
り
打
付
に

[

近
世
初]

筆
に
て
声
韻
目
を
書
す
。
左
辺
別
筆
に
て

｢

古
今
韻
會
舉
要｣

と
書
す
。
中
央
下
方
又
別
筆
に
て

｢

調｣

と
白
書
す
。

五
針
眼
、
改
糸
。
本
文
楮
打
紙
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

毎
冊
首
に
単
辺
亜
形
陽
刻

｢

惠
林
什
書
／
門
外
不
出

(

楷書)｣

朱
印
記
、

単
辺
方
形
陽
刻

｢(

毎
字

有
界)

徳
富
氏
／
圖
書
記

(

同)｣

朱
印
記
あ
り
。
書

帙
題
簽
蘇
峰
筆
に
て

｢

古
今
韻
會
〈
十
五
冊
／

蘇
峰
秘
笈〉｣

と
書
す

(

８)

。

該
本
に
つ
い
て
、
同
種
の
小
汀
利
得
氏
旧
蔵
本
に
慶
長
十
五
年

(

一
六

一
〇)

の
識
語
を
存
す
る
由

(

９)

、
追
認
す
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
こ
れ
を
是

と
す
れ
ば
概
そ
の
刊
行
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
様
式
と
も
矛
盾

し
な
い
。

同

日
本

[

近
世
初]

刊

(

古
活
字)

有
界
第
一
種
本

形
式
上
、
前
本
と
の
判
別
が
つ
き
難
い
け
れ
ど
も
、
匡
郭
外
周
が
や
や

細
く
、
や
や
大
振
り
の
活
字
を
交
え
る
。
但
し
使
用
頻
度
の
低
い
文
字
に

は
、
前
掲
第
二
種
本
と
同
じ
活
字
を
用
い
た
例
が
あ
り
、
異
植
字
本
の
性

格
を
含
ん
だ
別
種
印
本
で
あ
る

(�)

。
そ
の
他
、
張
序
の
首
題
を
低
格
せ
ず
、

巻
首
小
目
を
低
小
五
格
と
、
前
本
よ
り
一
格
低
く
作
る
等
の
相
異
が
あ
る
。

巻
首
匡
郭
二
一
・
八
×
一
五
・
一
糎(

図
版
一
至
三)

。

な
お
該
本
で
は
、
巻
六
第
十
張
の
版
心
の
張
数
を｢

八｣

に
作
る
た
め
、

綴
合
を
誤
っ
た
例
が
あ
る
。
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〈
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫

九
冊
本
の
う
ち
〉

存
巻
一
至
三

巻
四
至
二
十
六
配
同
刊
本

欠
巻
二
十
七
至
三
十

三
巻
を
存
す

(

九
冊
の
う
ち
一
冊)

。
旧
表
紙
を
欠
く
。
首
尾
各
一
張
欠
。

張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
巻
首
一
張
有
界
第
二
種
本
と
同
刊
。

[

江
戸
初]

朱
標
傍
圏
、
竪
句
点
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、

欄
上
行
間
校
注
、
校
改
書
入
、｢

ソ｣

式
を
交
え
、
次
掲
東
洋
文
庫
本
に

略
同
じ
。
そ
の
他
、
全
体
に
渉
る
事
項
は
後
掲
。

該
本
は
巻
首
一
張
の
み
前
掲
第
二
種
本
と
同
刊
、
こ
の
紙
葉
、
前
後
に

比
べ
少
し
堅
い
が
、
書
入
は
同
手
、
汚
損
、
虫
損
の
様
子
も
元
来
一
具
と

見
て
支
障
が
な
く
、
原
装
者
に
よ
り
有
界
両
種
の
印
紙
が
混
用
さ
れ
た
証

跡
と
見
ら
れ
る
。
両
者
は
一
部
活
字
の
共
有
の
み
で
な
く
、
刊
者
を
同
じ

く
す
る
可
能
性
が
あ
る

(�)
。

〈

東
洋
文
庫

三
・
Ａ
ｃ
・
二
〉

十
冊

丹
表
紙

(

二
八
・
二
×
二
〇
・
五
糎)

右
肩
よ
り
打
付
に

[

江
戸
初]
筆

に
て
声
目
、
右
下
方
に
冊
数
、
中
央
に
韻
目
を
、
首
冊
の
み
声
目
下
に

｢

共
拾
巻｣

と
書
す
。
第
五
至
六
、
八
至
十
冊
の
韻
目
は
別
筆
。
本
文
楮

打
紙
。
虫
損
修
補
。
張
序
を
欠
き
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
第
一
、
四
冊
に

各
二
巻
、
第
七
至
八
冊
に
各
四
巻
を
収
め
る
他
は
、
毎
冊
三
巻
。

平
声
の
み[

江
戸
初]

朱
筆
に
て
標
傍
圏
、
竪
句
点
、
欄
上
校
改
、
校
注
、

墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
書
入
、
鈔
補
を
施
す
。
毎
冊
前
見
返
し

に
単
辺
円
形
陽
刻
巻
雲
中｢

大
心
／
寶
臧｣

墨
印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
円

形
陽
刻

｢

大
／
心｣

小
朱
印
記
を
存
す
。

該
本
の
訓
点
書
入
は
全
編
に
及
ば
な
い
が
、
送
り
仮
名
に

｢

ソ｣

を
混

用
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
整
版
附
訓
本
に
つ
い
て
述
べ

る
節
に
再
び
触
れ
た
い
。

〈

京
都
府
立
総
合
図
書
館

特
〇
五
〇
・
三
二
〉

十
冊

丹
表
紙

(

二
六
・
六
×
一
八
・
七
糎)

左
肩
打
付
に

｢

韻
會｣

と
書
す
。

中
央
打
付
に

｢

洪｣

と
書
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
前
後
副
葉
。
張
序
、
凡

例
を
存
し
本
文
に
入
る
。
第
一
、
三
冊
に
各
二
巻
、
第
七
至
八
冊
に
各
四

巻
を
収
め
る
他
は
、
毎
冊
三
巻
。
巻
六
第
十

(｢

八｣)

張
を
同
第
七
、
八

張
間
に
綴
じ
、
巻
十
第
八
、
七
張
と
倒
錯
す
。
巻
首
匡
郭
二
一
・
七
×
一

五
・
一
糎
。

平
声
の
み

[

近
世
初]

の
朱
筆
に
て
合
竪
句
点
、
傍
圏
、
稀
に
返
点
、
送

仮
名
、
極
稀
に
同
墨
欄
外
校
注
、
別
手
墨
筆
に
て
返
点
、
連
合
符
、
音
訓

送
仮
名
、
校
注
を
加
う
。
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〈
宮
内
庁
書
陵
部

五
五
六
・
九
〉

十
五
冊

栗
皮
表
紙(

二
八
・
二
×
一
九
・
八
糎)

左
肩
打
付
に｢

盈｣

と
朱
書
す
。

虫
損
修
補
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。
巻
首
匡
郭
二
一
・

七
×
一
五
・
一
糎
。

〈

静
嘉
堂
文
庫
陸
氏
守
先
閣
蔵
書

二
〇
・
四
〇
〉

十
五
冊

新
補
淡
縹
色
布
目
艶
出
表
紙

(
二
四
・
二
×
一
六
・
六
糎)

。
四
周
截
断
、

虫
損
修
補
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。
巻
首
匡
郭
二
一
・

七
×
一
五
・
〇
糎
。

墨
筆
に
て
後
出

[

江
戸
前
期]

刊
行
の
整
版
本
の
訓
点
を
移
録
し
、
欄
上

に
校
注
を
加
う
。
朱
筆
に
て
毎
韻
首
張
版
心
に
標
識
を
施
し
、
本
文
稀
に

句
点
。
毎
冊
首
並
に
巻
二
十
六
、
二
十
八
、
三
十
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

宇
治
／
文
庫｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
並
に
首
冊
前
表
紙
中
央
に
双
辺
方
形

陽
刻

｢

歸
安
陸
氏
守
先
／
閣
書
籍
禀
請
／
奏
定
立
案
歸
公
／
不
得
盗
賣
盗

買

(

楷書)｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
〉

九
冊

巻
一
至
三
配
同
刊
本

欠
巻
二
十
七
至
三
十

新
補
淡
茶
色
艶
出
表
紙

(

二
八
・
五
×
一
九
・
八
糎)

次
で
栗
皮
表
紙
、

左
肩
に
題
簽
を
貼
布
し

(

或
い
は
剥
落)

[

江
戸
初]

筆
に
て

｢

古
今
韻

會
〈
幾
之
／
幾〉｣

と
、
右
肩
よ
り
方
簽
を
貼
布
し
声
韻
目
を
書
す
。
題

簽
剥
落
痕
等
打
付
に
別
手
に
て｢

列｣

と
朱
書
す
。
書
背

｢

共
十｣

と
墨

書
。
見
返
し
、
副
葉
新
補
。
本
文
楮
打
紙
。
毎
冊
三
巻
。
但
し
巻
二
十
六

第
四
張
以
下
を
欠
く
。

[

江
戸
初]

朱
竪
句
点
、
傍
圏
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、

欄
外
校
注
、
校
改
書
入
あ
り

(

上
声
以
下
は
稀)

。
配
本
を
除
く
毎
冊
首

に
双
辺
方
形
陽
刻｢

一
湖
水(

楷書)｣

墨
印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
同｢(

毎
字

有
界)

徳
富
氏
／
圖
書
記

(

同)｣

朱
印
記
を
存
す
。
第
四
冊
の
剥
離
せ
る
後
見

返
し
背
面
に[

蘇
峰]

筆
に
て
明
治
四
十
二
年

(

一
九
〇
九)

感
得
識
語

あ
り

(�)
。

〈

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

〇
九
一
・
ト
三
一
三
〉
九
冊

欠
巻
二
十
八
至
三
十

岡
本
閻
魔
庵
旧
蔵

栗
皮
表
紙
、
或
は
新
補
茶
色
表
紙

(

二
八
・
三
×
一
九
・
九
糎)

左
肩
打

付
に

｢

古
今
韻
會

〈

声
目〉｣

と
書
す
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎

冊
三
巻
。

[

江
戸
前
期]

朱
標
竪
傍
句
点
、
同
墨
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名

(

ソ
式
を
交
う)
、
行
間
校
注
、
欄
外
校
改
書
入
、[

江
戸
前
期]

別
手
墨
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筆
欄
外
校
改
、
補
注
書
入
。
首
尾
に
閻
魔
像｢(

右肩)

横
濱

(

隷書)｣
｢(

下辺)
岡
／
本
／
画

(

楷書)｣

、
毎
冊
首
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

岡
本
藏
書
記

(

行書)｣

墨
印
記
、
単
辺
方
形
陽
刻

｢

閻
魔
庵
／
圖
書
部

(

隷書)｣

、
尾
に
同

｢

岡
本

藏
書

(

隷書)｣
朱
印
記
、
同

｢

尾
張
古
瀬
氏
／
通
過
之
書｣

朱
印
記
あ
り
。

同

日
本

[

江
戸
初]
刊

(
古
活
字)

無
界
本

こ
れ
も
ほ
ぼ
同
版
式
で
あ
る
が
、
界
線
を
欠
く
の
で
判
別
は
易
い
。
ま

た
張
序
首
題
は
低
格
せ
ず
、
本
文
は
低
小
一
格
と
す
。
巻
首
小
目
低
五
格

以
下
。
巻
首
匡
郭
二
一
・
四
×
一
五
・
六
糎
。

〈

香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫

八
二
一
・
一
〉

十
五
冊

栗
皮
表
紙

(

二
八
・
八
×
二
一
・
一
糎)

左
肩
打
付
に

｢

古
今
韻
會
〈
幾

之
幾〉｣

と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
を
書
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
裏
打
改
装
。

第
三
、
十
冊
の
み
原
装

(

二
八
・
五
×
二
〇
・
五
糎)

、
書
背

｢

共
十
五

冊｣

等
、
小
口
書
あ
り
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

首
冊
旧
前
見
返
し
背
面
に
双
辺
円
形
陽
刻
不
明
墨
印
記
二
顆
、
首
冊
尾
に

同
不
明
墨
印
記
、
毎
冊
尾
に
瓢
形
陽
刻

｢

松
・
江
／
山｣

、
単
辺
方
形
陽

刻

｢

案
／
眞｣

、
香
炉
形
陽
刻

｢

南
／
海｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
刀

銭
形
陽
刻｢

晉｣

墨
印
記
、
不
明
朱
印
記
、
こ
れ
に
重
ね
単
辺
方
形
陽
刻

｢

洛
住
判
／
事
神
原
／
甚
臧
本｣

朱
、
毎
冊
首
並
に
第
一
、
十
五
冊
尾
に

同｢

神
原
家
圖
書
記

(

楷書)｣

墨
印
記
あ
り
。

〈

諫
早
市
立
図
書
館

經
一
〇
六
〉

十
四
冊

欠
巻
十
一
至
十
二

諫
早
家
旧
蔵

栗
皮
表
紙

(

二
八
・
五
×
二
〇
・
五
糎)

。
巻
中
に

｢

古
今
韻
會｣

と
墨

書
題
簽
を
差
夾
む
。
首
冊
前
見
返
し
の
下
小
口
よ
り
附
箋
し

｢

古
今
韻
会

挙
要
／

(

低
三

格

)

十
四
冊
〈
壱
冊
欠〉｣

と
書
す
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本

文
。
毎
冊
二
巻
。

毎
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

正
玄
／
之
印｣

朱
印
記
、
前
表
紙
中
央
に
単

辺
円
形
陽
刻

｢

諫
早
家｣

、
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻

｢

諫
早
氏
／
臧
書
記｣

、

単
辺
方
形
陽
刻

｢

諫
早
／
文
庫｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈
神
宮
文
庫

四
・
五
三
一
〉

十
冊

天
明
四
年

(

一
七
八
四)

村
井
古
巖
奉
納
印
記

栗
皮
表
紙(
二
八
・
六
×
二
〇
・
一
糎)

左
肩
打
付
に｢

古
今
韻
會[

]

幾
幾｣

と
書
す
。
右
肩
よ
り
打
付
に
後
筆
に
て
韻
目
を
書
す
。
首
冊
の
み
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中
央
下
方
打
付
に

｢

通
計
拾
冊｣

と
朱
書
す
。
尾
冊
の
み
右
肩
に

｢

七
拾

七｣
と
朱
書
、
各
別
手
。
押
し
八
双
あ
り
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。

第
一
、
三
冊
に
各
二
巻
、
第
七
、
八
冊
に
各
四
巻
を
配
す
る
他
は
、
毎
冊

三
巻
。
巻
二
十
四
第
十
九
張
を
欠
き
、
本
書
応
永
五
年
刊
本
を
以
て
配
す
。

そ
の
左
辺
外
下
方
に

｢
会
去
声
〈
廿
四
巻
〉
侵�
十
九
丁
落
紙
以
補
之｣

墨
識
を
存
す
。

間
々
韻
首
張
版
心
上
に
朱
標
柱
、
同
前
半
欄
上
に
韻
目
標
注
あ
り
。
毎
冊

首
に
方
形
陰
刻

｢

月
之
／
桂
印｣
墨
印
記
、
毎
冊
後
見
返
し
に
単
辺
方
形

陽
刻

｢

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納
／
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

／
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
拜

(

楷書)｣
朱
印
記
、
双
辺
同

｢

林
崎
文

庫

(

隷書)｣

、
単
辺
同

｢

林
崎
／
文
庫｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

三
〇
八
三
〉

十
五
冊

清
楊
守
敬

民
国
松
坡
図
書
館
旧
蔵

後
補
墨
染
表
紙

(

二
七
・
三
×
一
八
・
九
糎)

。
本
文
楮
打
紙
。
前
後
副

葉
。
張
序
を
欠
き
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

毎
韻
首
張
版
心
上
に
朱
柱
書
入
。
第
二
、
三
、
十
五
冊
首
辺
外
に

｢

西
教

寺
竹
丸｣

墨
識
、
直
下
墨
滅
。
首
に
方
形
陰
刻

｢

飛
青
／
閣
臧
／
書
印｣

、

単
辺
方
形
陽
刻

｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

朱
印
記

(

以
上
二
顆
、
楊

守
敬
所
用)

、
方
形
陰
刻

｢

朱
師
／
轍
觀｣

朱
印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
方

形
陽
刻

｢

松
坡
圖
書
館｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館

貴
三
〇
九
／
古
五
・
一
五
・
五
〇
〉
十
五
冊

朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵

後
補
黄
檗
染
表
紙

(

二
八
・
一
×
一
九
・
九
糎)

左
肩
打
付
に

｢

韻
會

[
]

平
一｣

等
と
書
す
。
右
肩

｢

署｣

と
白
書
。
改
糸
。
本
文
楮
打
紙
。

張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

淡
紅
、
縹
色
不
審
紙
。
例
首
に

｢

唯
阿｣

朱
識
。
首
尾
に
双
辺
方
形
陽
刻

｢

□
／
寶｣

墨
印
記
、
尾
、
印
記
上
に

｢

國
寶
寺｣

墨
識
。
毎
冊
首
に

｢

朝
鮮
総
督
／
府
圖
書
館
／
臧
書
之
印｣

朱
印
記
を
存
す
。

〈

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

第
四
門
・
九
九
四
三
〉

五
冊

杉
原
心
斎
旧
蔵

淡
茶
色
漉
目
艶
出
表
紙

(

二
八
・
一
×
二
〇
・
六
糎)

左
肩
に
双
辺

｢

古

今
韻
會

〈

幾
至
／
幾〉｣

刷
題
簽
を
貼
附
し
、
巻
数
下
に
声
目
を
朱
書
す
。

改
糸
。
書
背

｢

共
五
冊｣

と
墨
書
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
第
一
、

二
冊
に
各
五
巻
、
第
三
、
五
冊
に
各
六
巻
、
第
四
冊
に
八
巻
を
配
す
。

毎
韻
首
張
版
心
題
下
に
朱
標
点
、
欄
上
韻
目
。
首
の
み
朱
竪
句
点
。
大
尾
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に
薄
葉
を
補
い
朱
墨
に
て

｢

黄
氏
〈
公
紹
〉
古
今
韻
會
／

明
志
三
十
卷

／

存｣

等
と
書
す
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

文
水
／
圖
書｣

朱

印
記
、
毎
巻
首
或
尾
に
同

｢

緑
靜
堂
／
圖
書
章｣

朱
印
記

(

杉
原
心
斎
所

用)

朱
印
記
を
存
す
。

〈

東
京
大
学
総
合
図
書
館

Ａ
〇
〇
・
六
三
〇
五
〉

五
冊

後
補
雲
母
引
素
表
紙

(

二
七
・
五
×
一
九
・
七
糎)

左
肩
双
辺
刷
枠
題
簽

を
貼
布
し

｢

古
今
韻
會
舉
要
〈
声
目〉｣

と
書
す
。
張
序
、
凡
例
を
存
し

本
文
。
第
一
、
二
冊
に
各
五
巻
、
第
三
、
五
冊
に
各
六
巻
、
第
四
冊
に
八

巻
を
配
す
。

以
上
三
種
の
古
活
字
本
に
つ
い
て
、
本
文
を
比
較
し
て
整
理
を
試
み
た

い
。
但
し
今
、
序
例
並
に
巻
一
、
十
一
の
み
の
校
勘
に
よ
っ
て
述
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
ま
た
煩
雑
を
避
け
、
そ
の
中
で
も

一
東
韻
を
中
心
に
挙
例
し
た
い
。

ま
ず
本
文
の
異
同
を
検
す
る
と
、
版
式
に
沿
っ
て
有
界
本
と
無
界
本
と

に
大
別
さ
れ
る
。
例
え
ば
声
目

｢

平
聲
上｣

注
、
巻
一
第
一
張
前
半
第
四

行
右

(

以
下

｢

一
―
一
前
四
右｣

の
よ
う
に
記
す)

に
、
有
界
本

｢

凡
字

爲
末｣

の
上
二
字
を
無
界
本
に

｢

兄
字｣

に
作
り
、｢

攻｣

一
―
三
後
六

左
、
有
界
本

｢

攴
普
卜
切｣

を
無
界
本

｢

普
十｣

に
、｢

桐｣

一
―
五
後

四
左
、
有
界
本

｢

可
爲
棺
槨｣

を
無
界
本

｢

棺�郭｣

に
、｢

童｣

一
―
六

前
六
左
、
有
界
本

｢

言
童
子
未
有
空
家
者
也｣

を
無
界
本

｢

室
家｣

に
、

｢

蒙｣

一
―
七
後
三
左
、
有
界
本

｢

徐
曰
即
女
蘿｣

を
無
界
本

｢

郎
女
蘿｣

に
、｢

濛｣

一
―
八
前
二
右
、
有
界
本

｢

説
文
微
兩｣

を
無
界
本

｢

微
雨｣

に
、｢�｣
一
―
十
前
一
右
、
有
界
本

｢

从
夂
兇
聲
、
又
斂
其
手
足
也｣

の

｢

又｣

を
無
界
本

｢

夂｣

に
、｢�｣

一
―
十
一
後
二
右
、
有
界
本

｢

从
广
怱
聲｣

を
無
界
本

｢

忽
聲｣

に
、｢

螽｣

一
―
十
三
前
一
右
、
有
界

本

｢

一
生
九
十
子｣

を
無
界
本

｢

九
十
九
子｣

に
、｢

瓏｣

一
―
十
五
前

四
右
、
有
界
本

｢

太
玄
曰
亡
彼
珍
瓏｣

を
無
界
本

｢

玲�龍｣

に
、｢�龍｣

一
―
十
五
後
五
左
、
有
界
本

｢

此
一
韻
分
爲
二
韻
者
也｣

を
無
界
本

｢

公

爲
二
韻｣

に
作
っ
て
対
立
す
る
。
こ
れ
ら
は

｢

攻｣
｢

童｣
｢

濛｣
｢�｣

｢

螽｣
｢

瓏｣

の
例
で
は
無
界
本
が
正
し
い
の
に
対
し
、｢

平
聲
上｣

｢

桐｣

｢

蒙｣
｢�｣

｢�龍｣
の
例
で
は
有
界
本
が
正
し
く
、
正
誤
相
半
ば
す
る
。

無
界
本
の
正
し
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、
大
概
元
明
の
諸
本
に
同
じ
く
、

そ
の
中
で
は[

元]

刊

[

後
修]

本
の
形
に
一
致
す
る
点
が
多
い
。
こ
れ

の
み
で
は
有
界
本
が
無
界
本
に
拠
る
も
の
か
、
無
界
本
が
有
界
本
に
出
る

の
か
判
然
と
し
な
い
が
、｢

螽｣

の
異
同
で
は
字
数
の
異
な
る
所
、
行
二

十
三
字
の
款
式
を
、
無
界
本
で
は
行
二
十
四
字
に
改
め
正
し
て
い
る
形
で
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あ
り
、
ま
た
元
明
諸
本
に
比
較
す
る
と
、｢

瓏｣

の
如
き
は
、
諸
本
い
ず

れ
も
誤
っ
て
い
る
の
に
、
無
界
本
の
み
が
正
し
い
形
で
、
同
本
に
意
改
の

あ
る
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
無
界
本
は
有
界
本
に

出
、
そ
の
誤
り
を
改
正
し
た
本
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

有
界
本
が
恐
ら
く
は
慶
長
以
前
に
行
わ
れ
、
無
界
本
よ
り
版
式
字
様
の
少

し
く
優
れ
て
い
る
点
と
も
矛
盾
し
な
い
。
な
お
無
界
本
の
改
正
は
、
主
と

し
て

[

元]

刊

[

後
修]

本
系
統
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
思
し
い
が
、

い
ず
れ
の
版
本
に
拠
る
か
は
定
め
難
い
。

次
に
有
界
本
中
の
第
一
、
二
種
両
本
の
関
係
を
見
る
と
、｢

公｣

一
―

二
前
二
左
に
、
二
種
本

｢

陸�
明
釋
文｣

を
一
種
本
に

｢

陸
後
明｣

に
作

り
、｢

功｣

一
―
三
後
六
右
、
二
種
本

｢

毛
詩
六
月
以
奏
膚
公
注
功
也｣

を
一
種
本

｢

注
□
也｣

に
、｢

桐｣

一
―
五
後
五
左
、
二
種
本

｢

又
刺
桐

花
出
泉
州｣

を
一
種
本

｢

剌
桐
花｣

に
、
同
字
注
同
七
右
、
二
種
本

｢

如

岡
桐
乃
今
人
壓
油
者｣

を
一
種
本

｢

罔
桐｣

に
、｢

僮｣

一
―
六
後
一
左
、

二
種
本

｢��
也｣

を
一
種
本

｢

辛�
也｣

に
、｢

瞳｣

同
六
左
、
二
種

本

｢

項
藉
傳
賛｣

を
一
種
本

｢

項
籍｣

に
、｢

蓬｣

一
―
七
前
五
右
、
二

種
本

｢

从
艸
逢
聲｣

を
一
種
本

｢�
聲｣

に
、｢

蒙｣

同
後
四
右
、
二
種

本

｢

序
卦
眛
也｣

を
一
種
本

｢

昧
也｣

に
、｢

豐｣

一
―
九
前
七
右
、
二

種
本

｢

又
州
名
古
太
原
郡｣

を
一
種
本

｢

占
太
原
郡｣

に
、｢�｣
一
―

十
一
前
二
左
、
二
種
本｢�
與�
作
一
字
益
誤
矣｣

を
一
種
本｢

盆
誤
矣｣

に
、｢

叢｣

一
―
十
二
前
二
右
、
二
種
本

｢(

漢)

東
方
朔
傳�
珍
怪
亦
作

�聚｣

を
一
種
本

｢

東
方
勝｣

に
、｢

衷｣

同
後
三
右
、
二
種
本

｢

左
傳
衷

其
衵
服｣

を
一
種
本

｢

相
服｣

に
、｢

蘢｣

一
―
十
四
後
五
左
、
二
種
本

｢(

爾
雅)

翼
一
名
龍｣

を
一
種
本

｢(

爾
雅
翼)｣

に
、｢

宮｣

一
―
十
六

後
一
左
、
二
種
本

｢

又
姓｣

を
一
種
本

｢

入
姓｣

に
、｢

菘｣

一
―
十
七

前
四
左
、
二
種
本

｢

詳
見
本
韻�豐
字
注｣

を
一
種
本

｢

詩
見｣

に
作
っ
て

対
立
す
る
が
、
相
異
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
一
種
本
の
誤
植
で

あ
り
、
二
種
本
に
は
正
文
を
得
て
い
る
。
僅
か
に

｢

蘢｣

の
例
は
一
種
本

が
正
し
い
が
、
二
種
本
の
誤
り
は
元
明
諸
本
に
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
も
一

種
本
か
ら
二
種
本
が
出
て
改
正
し
た
の
か
、
二
種
本
か
ら
一
種
本
が
作
ら

れ
誤
植
を
犯
し
た
の
か
判
定
し
難
い
。
た
だ
先
に
提
示
し
た
、
無
界
本
に

対
す
る
有
界
本
の
誤
り
は
、
全
て
一
、
二
種
に
共
通
し
て
お
り
例
外
が
な

い
か
ら
、
両
件
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
二
種
本
独
自
の
誤
文
は
ほ
と
ん
ど

検
出
さ
れ
な
い
現
象
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
も
し
一
種
本
か
ら
二
種

本
が
出
た
の
だ
と
す
る
と
、
二
種
本
は
一
種
本
の
誤
り
を
訂
し
、
未
訂
の

文
字
も
遺
し
た
が
、
自
ら
誤
り
を
加
え
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
誤
謬
を
避
け
が
た
い
活
字
本
の
常
態
か
ら
す
る

と
、
あ
る
一
本
に
誤
植
を
全
然
累
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
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え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
従
来
の
称
号
と
逆
の
順
序
と
は
な
る
が
、

二
種
本
か
ら
一
種
本
が
出
た
と
認
め
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
な
お
参

考
と
し
て
附
記
す
れ
ば
、
有
界
第
二
種
本
が
、
張
序
題
目
、
巻
首
小
目
の

款
式
に
元
明
諸
本
の
原
態
を
保
っ
て
い
る
点
は
、
本
文
校
勘
上
の
推
定
と

も
矛
盾
し
な
い
。

さ
ら
に
両
者
と
無
界
本
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
右
の
十
五
例
の
う
ち

十
三
例
は
二
種
本
の
形
に
同
じ
く
、｢

豐｣
｢

菘｣

の
二
例
は
一
種
本
に
共

通
す
る
。
こ
れ
は
、
無
界
本
が
二
種
本
に
拠
っ
た
と
す
る
と
、
後
者
の
例

外
を
生
じ
た
理
由
を
説
明
で
き
な
い
か
ら
、
一
種
本
に
依
拠
し
他
本
を
以

て
改
め
た
が
、
徹
底
す
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
他
な
い
。
ま
た
、
こ

れ
も
参
考
す
る
の
み
に
止
め
た
い
が
、
款
式
上
の
微
細
な
特
徴
、
活
字
の

字
様
を
見
る
と
、
無
界
本
は
有
界
第
一
種
本
に
近
似
し
て
い
る
か
ら
、
校

勘
の
結
果
と
整
合
性
が
あ
る
。
そ
し
て
上
記
の
よ
う
に
、
有
界
第
二
種
本

か
ら
第
一
種
の
派
生
し
た
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
有
界
本
両
種
の
後
に

無
界
本
を
生
じ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
総
じ
て
有
界
第
二
種
本
、
同
第

一
種
本
、
無
界
本
の
順
に
生
起
し
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
は
、

こ
の
順
序
に
従
っ
て
甲
、
乙
、
丙
と
呼
び
換
え
、
混
乱
を
避
け
る
こ
と
に

し
た
い
。

[

近
世
初]

刊

(

古
活
字)

有
界
第
二
種
本：

甲
種

[

近
世
初]

刊

(

古
活
字)

有
界
第
一
種
本：

乙
種

翻
甲
種
本

[

江
戸
初]

刊

(

古
活
字)

無
界
本

：

丙
種

翻
乙
種
本

さ
ら
に
古
活
字
本
の
底
本
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
が
、
上
記
に
従

い
、
直
接
に
は
元
明
諸
本
と
古
活
字
甲
種
本
と
の
関
係
を
論
ず
る
こ
と
と

す
る

(

９)

。
ま
ず
古
活
字
本
に
は
嘉
靖
十
五
年
の
張
鯤
の
序
を
存
す
る
こ
と
か

ら
、
明
嘉
靖
十
五
年
刊
本
に
基
づ
く
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
古
活

字
本
の
内
実
を
見
る
と
、
た
だ
嘉
靖
刊
本
に
拠
っ
た
と
ば
か
り
は
見
ら
れ

な
い
点
も
見
出
さ
れ
る
。
特
に
、
嘉
靖
刊
本
は

[

明
前
期]

刊
本
を
継
承

す
る
た
め
、[

元]

刊

[

後
修]

本
に
増
補
さ
れ
た

｢

橦｣
｢�｣

｢�怱｣
｢�怱｣

｢�怱｣
｢�｣

｢�｣
｢�奇｣

｢

嘶｣
｢

紳｣
｢

嫣｣
｢�巴｣

｢��｣
｢�｣

の
文
字
を
持
た
な
い
が
、
古
活
字
本
に
は
こ
れ
を
存
し
、
嘉
靖
刊
本
の
み

か
ら
は
生
じ
得
な
い
本
文
を
含
ん
で
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
増
字
直
前

に
当
た
る

｢

潼｣
｢�豐｣

｢�怱｣
｢�松｣

｢�庸｣
｢�｣

｢�斯｣
｢

伸｣
｢�｣

｢
葩｣

｢

箘｣
｢�單｣

字
注
に
は
、
増
字
の
な
い

[

明
前
期]

刊
本
や
嘉
靖

刊
本
で
は
刪
改
を
蒙
る
前
の
全
形
を
保
つ
が
、
古
活
字
本
も

｢

潼｣
｢�豐｣

に
つ
い
て
の
み
全
形
を
存
し
、
そ
の
点
は
嘉
靖
刊
本
に
通
ず
る
。
し
か
し

｢�豐｣
｢�松｣

｢�庸｣
以
下
で
は
刪
改
後
の
形
を
取
っ
て
お
り
、[

元]

刊
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[
後
修]

本
系
の
形
と

[

明
前
期]

刊
本
系
の
形
と
が
、
相
半
ば
す
る
格

好
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
を
元
に
後
者
を
折
衷
し
た
と
思
わ
れ
る
日
本
の

応
永
五
年

(
一
三
九
八)

刊
本
は
、
本
行
で
は
な
く
欄
外
に
増
字
を
置
い

て
両
存
、
し
か
し

｢�豐｣
｢�｣

字
に
は
刪
改
後
の
形
を
本
行
に
取
る
。

従
っ
て
応
永
刊
本
は
、｢

潼｣
｢

橦｣
｢�豐｣

｢�｣
｢�怱｣

｢�怱｣
｢�怱｣

｢�怱｣
に
つ
い
て
は
古
活
字
本
の
形
を
生
む
母
胎
と
な
り
得
る
が
、
古
活
字
本
は

｢�松｣
｢�｣

｢�庸｣
｢�｣

以
下
に
つ
き
刪
改
前
の
全
形
を
含
ま
な
い
点
で
、

こ
れ
に
同
じ
く
な
い
。
結
局
、
増
字
の
処
置
を
め
ぐ
る
古
活
字
本
の
特
徴

は
、
増
補
前
後
の
両
系
統
を
併
せ
た
形
で
あ
り
な
が
ら
、
他
に
同
形
の
本

を
持
た
ず
、
明
確
な
底
本
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

(�)
。

次
に
増
字
以
外
の
本
文
を
検
討
す
る
が
、
前
段
を
踏
ま
え
、[

元]

刊

[

後
修]

本
に
対
す
る
嘉
靖
十
五
年
序
刊
本
の
異
同
箇
所
に
つ
い
て
、
古

活
字
甲
種
本
の
本
文
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
凡
例
中
の

｢
韻
例｣

一
前
十
一
、[

元]

刊
本

｢

二
百
四
十
四
字｣

を
嘉
靖
刊
本

｢

二
百
二
十

四
字｣

に
作
る
が
、
古
活
字
本
は
後
者
に
同
じ
、｢

字
例｣

四
前
五
、
元

本

｢

歹
作�｣
嘉
本

｢

歹
作
多｣

、
古
本
後
者
に
同
じ
、
同
四
前
八
、
元

本

｢�
字｣

嘉
本

｢

主
字｣

、
古
本
後
者
に
同
じ
、｢

義
例｣

四
前
十
四
、

元
本

｢

字
書｣

嘉
本

｢

字
者｣

、
古
本
後
者
に
同
じ
と
、
凡
例
に
お
い
て

は
嘉
靖
刊
本
の
誤
字
が
古
活
字
本
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
巻

一

｢

一
東｣

韻
に
入
っ
て
も
見
出
さ
れ
、｢

攻｣

一
―
三
後
六
左
、
元
本

｢

攴
普
十
切｣

を
嘉
本

｢

普
卜｣

に
、｢

桐｣

一
―
五
後
四
左
、
元
本

｢

可

爲
棺�郭｣

を
嘉
本

｢

棺
槨｣

に
作
る
例
等
は
、
や
は
り
嘉
靖
刊
本
の
形
が

古
活
字
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
巻
一
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
に

一
方
的
な
関
係
に
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
異
同
も
見
ら
れ
る
。｢

公｣

一
―

三
前
七
左
、
元
本

｢

惟
許�貞
説
文
爲
文
字
之
宗｣

を
嘉
本

｢

惟
許�貞
説
又

爲
文
字
之
宗｣

に
、｢

通｣

一
―
四
後
五
左
、
元
本

｢

三
角
三
鼓
而
昏
明

畢｣

を
嘉
本

｢

一
角｣

に
、｢

同｣

一
―
五
前
四
左
、
元
本

｢

祭
以
酌
酒｣

を
嘉
本

｢

酌
洒｣

に
、｢�豐｣
一
―
九
後
二
左
、
元
本

｢

在
咸
陽
東
北
過

上
林
苑｣

を
嘉
本

｢

上
林
宛｣

に
、｢�｣

一
―
十
後
四
左
、
元
本

｢

而

把
玉�襄｣
を
嘉
本

｢

玉
壤｣

に
、｢

紅｣

一
―
十
四
前
三
右
、
元
本

｢

帛

赤
白
色｣

を
嘉
本

｢

吊
赤
白
色｣

に
、｢

宮｣

一
―
十
六
後
一
左
、
元
本

｢

一
曰�害
刑｣

を
嘉
本

｢�害
形｣

に
、｢

嵩｣

一
―
十
六
後
八
左
、
元
本

｢

或
謂
崇
嵩
者
亦
誤｣

を
嘉
本

｢

宗
嵩｣

に
作
る
が
、
古
活
字
本
は
み
な

元
本
の
形
に
従
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
両
者
を
校
合
し
た
結
果
に
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
嘉
靖
刊
本
系
統
の
本
文
を
基
に
し
て[

元]

刊[

後
修]

本
系
統
の
本
文
を
用
い
校
合
し
た
の
か
、
そ
の
逆
で
あ
る
の
か
、
凡
例
と

巻
一
の
傾
向
が
異
な
る
し
、
正
誤
に
も
相
互
関
係
が
あ
っ
て
、
両
者
の
関

係
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
嘉
靖
刊
本
を
底
本
に
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
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本
文
の
細
密
な
箇
所
に
つ
い
て
校
合
し
誤
り
を
正
し
た
の
に
、[

明
前
期]

刊
本
の
特
色
で
あ
り
元
本
に
優
れ
る
刪
改
以
前
の
注
記
に
つ
い
て
、｢�豐｣

｢�松｣
｢�庸｣

以
下
に
は
除
き
去
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
が
了
解
で
き
な
い
。

総
じ
て
元
本
系
統
に
拠
り
嘉
靖
刊
本
で
校
合
し
た
と
見
る
方
が
矛
盾
は
少

な
い
が
、
一
貫
し
た
傾
向
を
見
出
し
難
い
た
め
、
ど
ち
ら
を
主
と
す
る
か

の
判
断
は
保
留
し
た
い
。

な
お
元
本
系
統
で
は
ど
の
本
文
に
拠
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

増
字
の
特
色
に
つ
い
て
は
応
永
五
年
刊
本
の
状
態
が
最
も
近
い
が
、
基
本

の
図
式
が
明
確
で
な
い
か
ら
、
こ
れ
以
上
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
嘉
靖
十
五
年
の
序
文
を
以
て
依
拠
本
を
定
め
る
こ
と
は
で

き
ず
、[

元]

刊

[

後
修]

本
系
統
と
の
折
衷
に
拠
る
、
と
い
う
認
識
を

本
稿
の
結
論
と
す
る
。
抑
も
こ
う
し
た
本
文
の
揺
れ
は
、
活
字
本
に
は�々

見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
、
校
合
を
重
ね
て
細
動
す
る
点
に
、
整
版
本
と

は
異
な
る
特
色
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
限
ら
ず
、
古
活
字

本
に
よ
る
本
文
形
成
を
経
た
所
に
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
至
る
、
日
本
漢

学
の
重
要
な
一
過
程
を
存
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同

闕
名
點

日
本[

江
戸
前
期]

刊

覆
古
活
字
刊
丙
種
本

本
版
は
古
活
字
本
に
基
づ
く
整
版
附
訓
本
で
、
そ
の
版
式
字
様
と
本
文

の
大
略
は
、
右
の
古
活
字
丙
種

(

無
界)

本
に
同
じ
く
、
行
款
の
乱
れ
も

そ
の
ま
ま
に
踏
襲
し
た
版
本
で
あ
り
、
こ
れ
に
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送

仮
名
を
加
え
覆
刻
し
た
の
が
、
本
版
の
実
情
で
あ
る

(�)
(

図
版
四
至
六)

。

四
周
双
辺

(

二
〇
・
六
×
一
五
・
四
糎)

無
界
、
毎
半
張
八
行
、
毎
行
二

十
三
字
。
巻
六
首
の
み
有
界
。
版
心
、
中
黒
口
。

本
版
の
刊
行
時
期
と
刊
者
に
つ
い
て
、
版
式
字
様
が
江
戸
前
期
の
様
式

を
示
し
て
い
る
こ
と
は
掲
出
の
如
く
で
あ
る
が
、
知
見
の
版
本
の
中
に
は

こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
徴
証
が
な
い
。
そ
こ
で
出
版
書
林
の
書
籍
目
録
類

に
眼
を
向
け
る
と
、
す
で
に
寛
文
六
年

(

一
六
六
六)

頃
刊
行
の

『〈

和

漢
〉
書
籍
目
録』

字
書
類
に

｢

十
五
冊
・
古
今
韻
會｣

と
見
え
る
他
、
同

十
年
の

『〈

増
補
〉
書
籍
目
録』

で
は
同
条
に

｢

明

紹
直
翁

集
編｣

と
注
記
を
附
す

(�)
。
本
書
和
刻
本
に
は
今
の
と
こ
ろ
本
版
た
だ
一
種
が
知
ら

れ
る
の
み
で
あ
り
、
同
趣
資
料
の
登
録
に
は
出
版
予
告
に
過
ぎ
な
い
場
合

も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
、
版
本
の
実
態
を
反
映
す
る
点
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
版
の
刊
行
時
期
は
概
そ
寛
文
初
年
以
前
と
推
測
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
よ
う
。
ま
た
刊
者
に
つ
い
て
は
注
目
す
べ
き
は
元
禄
九
年

(

一

六
九
六)
や
正
徳
五
年

(

一
七
一
五)

の

『

書
籍
目
録
大
全』

に

｢〈

十

五
／
村
上〉
・
古
今
韻
會
〈
明
紹
／
直
翁〉

十
五
匁｣

と
見
え
る
こ
と
で
、
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江
戸
前
中
期
に
は
村
上
氏
の
蔵
版
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
に
関
連
し
て
思
い
合
わ
さ
れ
る
こ
と
は
、
京
の
村
上
勘
兵
衛
が
明
の

方
子
昇
の

『
古
今
韻
会
挙
要
小
補』

を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
同

本
に
は
年
記
が
あ
っ
て
、
正
保
五
年

(

一
六
四
八)

の
出
版
と
も
知
ら
れ

る

(�)
。『

韻
会』

と『
韻
会
小
補』

は
、
寛
文
六
年
頃『〈

和
漢
〉
書
籍
目
録』

以
来
、
歴
代
書
籍
目
録
に
は
常
に
並
列
さ
れ
、
同
十
年
目
録
か
ら
は

｢

同

字
引｣

を
も
伴
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の

｢

字
引｣

も
、
村
上
氏
の
版
行
で

あ
る
。
そ
こ
で

『

韻
会』

も
、
正
保
頃
の
勘
兵
衛
の
出
版
で
は
な
か
っ
た

か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
問
題
に
は
、
そ
れ
以

上
の
具
体
的
徴
証
を
得
ら
れ
な
い
。

た
だ
本
版
の
附
訓
に
つ
き
、
や
や
特
殊
の
送
り
仮
名
を
擁
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
右
の
推
定
の
材
料
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
以
下
に
読
み
下
し
の
形
で
そ
の
一
例
を
挙
げ
る

(
音
読
符
を
、

訓
読
符
を
＝

と
標
記
し
、
句
読
は
私
案
に
よ
り
補
っ
た)

。

○
風
、
方
馮
ノ
切
。
次
宮
清
音
。
説
文
ニ
、
八
風
＝

也
。
蟲
ニ
凡
ノ

聲
ヲ
从
フ
。
風
＝

動
テ
蟲
＝

生
ス
。
故
ニ
蟲
ハ
八
日
ニ
シ
テ

(

而)

＝

化
ス

(

中
略)

。
八
風
ハ
、
東
ハ
明
庶
、
東
南
ハ
清
明
、
南
ハ

景
、
西
南
ハ
涼
、
西
ハ�
闔
、
西
北
ハ
不
周
、
北
ハ
廣
莫
、
東

北
ハ
條
ソ

(

中
略)

樂
記
ニ
、
風
ヲ
移
、
俗
ヲ
易
。
注
ニ
、
風
ハ

(

謂)

、
土
ノ(

之)

風
氣
、
舒
疾
剛
柔
ソ
。
又
化
也
。
陸
佃
カ
云
、

萬
物
風
ヲ
以
テ
動
キ
、
風
ヲ
以
テ
化
ス
。
今
鷺
ノ

(

之)

雌
雄
卵

ヲ
受
、
是
＝

亦
風
＝

從
ソ

(

下
略)

。

右
の
附
訓
は
、
所
謂
念
押
し
の
助
詞｢

ソ｣

の
多
用
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
形
は
室
町
時
代
以
降
に
行
わ
れ
た
仮
名
の

｢

抄
物｣

の
形
に
相
似
る

が
、
江
戸
時
代
の
版
本
に
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
例
は
稀
で
あ
る
。
た

だ
本
書
の
古
活
字
本
の
う
ち
乙
種
の
東
洋
文
庫
蔵
本
に
、
類
似
の
訓
法
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
該
当
の
部
分
を
次
に
掲
げ
る
。

○
風
、
方
馮
切
。
次
宮
清
音
。
説
文
、
八
風
ソ

(

也)

。
蟲
ニ
从
フ

凡
ノ
聲
。
風
＝

動
ク
ト
キ
ン
ハ
蟲
＝

生
ス
。
故
ニ
蟲
ハ
八
日
ニ
シ
テ

(

而)

化
ス
ル
ソ

(

中
略)

。
八
風
ハ
、
東
ハ
明
庶
、
東
南
ハ
清

明
、
南
ハ
景
、
西
南
ハ
涼
、
西
ハ�
闔
、
西
北
ハ
不
周
、
北
ハ

廣
莫
、
東
北
ハ
條
ソ(

中
略)

樂
記
ニ
、
風(

ヲ)

移
、
俗(

ヲ)

易
ト
云
。
注
ニ
、
風
ト
ハ

(

謂)

、
水
土
ノ

(

之)

風
氣
、
舒
疾

剛
柔
ソ
。
又
化
也
。
陸
佃
云
、
萬
物
ハ
風(

ヲ)

以(

テ)

動
キ
、

風
ヲ
以
テ
化
ス
。
今
鷺
ノ

(

之)

雌
雄
卵
ヲ
受
、
是
＝

亦
風
ニ
＝

從
フ

ソ
(

下
略)

。

両
者
を
比
較
す
る
と
、
必
ず
し
も
同
文
と
は
言
え
ず
異
な
る
点
も
多
い
。

し
か
し｢

ソ｣
を
多
用
し
て
累
進
す
る
形
は
、
同
系
の
訓
法
と
大
観
さ
れ
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よ
う
。
室
町
期
以
来
、
日
本
の
禅
林
で
は

『

韻
会』

を
よ
く
用
い
、
平
声

を
中
心
に
、
学
問
や
作
文
の
準
備
と
し
て
予
め
訓
読
を
加
え
て
い
た
痕
跡

も
見
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
訓
法
は
そ
う
し
た
習
慣
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
東
洋
文
庫
蔵
本
に
は
目
移
り
に
よ
っ
て
附
訓
を
欠
い
た
行
が
見
ら

れ
る
等
、
訓
点
が
移
写
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
古
活

字
本
の
書
入
や
整
版
の
附
訓
は
、
そ
の
当
事
者
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
け

れ
ど
も
、
江
戸
初
期
に
古
活
字
本
の
流
布
を
通
じ
、
訓
点
の
流
通
と
整
版

へ
の
定
着
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
書
訓
点
の
様
相
が
物
語
っ
て
い
る
。

迂
遠
と
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た

｢

ソ｣
式
の
訓
点
を
、
本
書
の
他
に
、

『

韻
会
小
補』

の
正
保
五
年
刊
本
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

元
来
、
明
万
暦
三
十
四
年

(

一
六
〇
六)

刊
行
の
版
本
に
よ
っ
て
普
及
し

た
同
書
に
中
世
の
訓
法
は
関
係
せ
ず
、
そ
の
附
訓
に

｢
ソ｣
式
を
用
い
る

の
は
、『

韻
会』

和
刻
本
の
訓
法
に
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『

韻
会
小
補』

の
正
保
刊
本
と

『
韻
会』

和
刻
本
の
出
版
に
は
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
版
の
本
文
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
に
よ
う
に

(�)
、
古
活
字
本
に
全
同

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
基
調
を
見
る
と
、
元
明
諸
本
に
対

し
て
は
古
活
字
本
と
大
同
で
あ
っ
て
、
そ
の
覆
刻
の
範
疇
を
出
な
い
。
ま

た
古
活
字
本
の
中
で
は
、
一
貫
し
て
無
界
丙
種
本
に
一
致
す
る
点
が
多
く
、

先
に
古
活
字
有
界
本
と
無
界
本
の
異
同
を
示
し
た
文
字
に
つ
い
て
も
、
ほ

と
ん
ど
後
者
に
均
し
い
。
但
し
声
目｢

平
聲
上｣

注
、
一
―
一
前
四
右
、

有
界
本

｢

凡
字
爲
末｣

の
上
二
字
を
無
界
本
に

｢

兄
字｣

に
作
る
点
の
み

は
前
者
に
同
じ
く
、
後
者
の
誤
り
を
受
け
継
が
な
い
。
そ
の
他
、
本
版
が

丙
種
本
に
合
致
し
な
い
点
を
見
る
と
、｢

桐｣

一
―
五
後
五
左
、
丙
種
本

｢

又
刺
桐
花
出
泉
州｣

を
本
版

｢

剌
桐
花｣

に
、｢

童｣

一
―
六
前
八
右
、

丙
種
本

｢

禮
記
檀
弓
重
汪�｣

を
本
版

｢

重
注�｣

に
、｢

風｣

一
―
八

後
七
右
、
丙
種
本

｢

爾
雅
東
谷
風
西
秦
風｣

を
本
版

｢

西
奏
風｣

に
、

｢

楓｣

一
―
九
前
五
左
、
丙
種
本

｢

楓
人
脂
可
爲
香｣

を
本
版

｢

楓
木
脂｣

に
、｢�｣
一
―
十
前
七
左
、
丙
種
本

｢

一
月
禄
十�
布
二
匹｣

を
本
版

｢

二
四｣

に
、｢

中｣

一
―
十
二
前
七
右
、
丙
種
本

｢

立
圜
圏
以
盛�
者｣

の

｢

立｣

右
傍
行
間
に
、
本
版
に
は

｢

投
壺｣

と
、｢

螽｣

一
―
十
二
後

六
右
、
丙
種
本

｢

説
文
蝗
也
本
作
螽｣

を
本
版

｢

木
作
螽｣

に
、｢

洪｣

一
―
十
三
後
六
右
、
丙
種
本

｢

胡
公
功｣

を
本
版

｢

胡
公
切｣

に
、｢�｣

一
―
十
六
後
六
右
、
丙
種
本

｢

説
文
本
作�｣
を
本
版

｢

木
作�｣

に
作

る
等
、
字
形
の
類
似
に
よ
る
単
純
な
誤
刻
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し

｢

楓｣

の
よ
う
に
、
諸
本
に
比
べ
て
も
本
版
の
み
が
正
し
い
例

や
、｢
中｣
の
よ
う
に
、
独
自
に
注
記
を
加
え
本
文
を
補
っ
て
い
る
例
な

ど
も
看
取
さ
れ
、
六
―
五
後
七
で
は｢

嫣
〈
長
／
貌
〉｣

欄
上
に
小
郭
を
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設
け
、
直
前
の

｢�｣
注

｢〈�
也
又
／
願
韻〉｣

を
補
っ
て
い
る
。
こ
れ

は

[
元]

刊

[

後
修]

本
に
お
い
て
、｢

嫣｣

字
増
入
の
た
め
に

｢�｣
字
注
を
節
略
、
古
活
字
諸
本
で
も
こ
れ
を
放
置
し
て
い
た
も
の
を
、[

明

前
期]

刊
本
、
明
嘉
靖
十
五
年
序
刊
本
、
日
本
応
永
五
年
刊
本
の
い
ず
れ

か
に
基
づ
い
て
原
に
復
し
た
の
で
あ
り
、
本
版
に
独
自
の
校
改
と
言
え
る
。

総
じ
て
本
版
は
、
古
活
字
丙
種
本
に
拠
っ
て
僅
か
に
補
正
を
加
え
つ
つ
、

一
方
で
相
応
に
、
覆
刻
に
伴
う
誤
文
を
増
し
た
本
文
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

〈

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

中
・
一
五
〇
〉

十
五
冊

中
村
習
斎
旧
蔵

栗
皮
表
紙(

二
七
・
七
×
一
八
・
五
糎)

左
肩
に
双
辺｢
古
今
韻
會[

]｣

刷
題
簽
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
と
巻
数
を
刻
し
た
目
録
題
簽
を
貼
附
す
。
五

針
眼
、
改
糸
。
前
見
返
し
に
貼
紙
し
て
韻
目
表
を
書
す
。
張
序
、
凡
例
を

存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

欄
上
行
間
に
朱
墨
校
改
、
校
注
、
補
注
書
入
、
胡
粉
に
重
書
し
附
訓
改
正

す
。
縹
色
不
審
紙
。
毎
冊
前
見
返
し
に

｢

惠
海｣

墨
識
、
後
見
返
し
に

｢

大
□
下
六｣

墨
識
、
第
十
三
冊
後
見
返
し
に｢

而
照(

花押)｣

墨
識
あ
り
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻｢

祖
先
親
愛
書
至
子
／
孫
愛
護
嚴
禁
典
賣(

隷書)｣

、

同｢

尾
張
中
／
村
圖
書｣

朱
印
記(

以
上
二
顆
、
中
村
習
斎
所
用)

あ
り
。

〈

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

八
二
三
・
ト
・
八
〉
合
八
冊

高
野
山
微
雲
院

同
清
浄
心
院
旧
蔵

後
補
艶
出
素
表
紙

(

二
七
・
八
×
一
八
・
六
糎)

左
肩
打
付
に

｢

古
今
韻

會

幾
幾｣

と
書
し
、
首
の
み
右
肩
に

｢

廿
五

共
八
巻｣

と
書
す
。
背

面

｢

華
嚴
一
乗
教
分
記
別
解

(

柱題)｣

和
刻
本
反
古
。
下
小
口

｢(

毎
字

改
行)

韻
會
幾
之
幾｣

表
紙
別
手
墨
書
、
第
二
冊
以
下
毎
冊
二
層
。
張
序
、
凡
例

を
存
し
本
文
。
第
一
冊
に
二
巻
を
収
め
る
他
、
毎
冊
四
巻(

毎
旧
冊
二
巻)

。

欄
上
墨
補
注
書
入
。
旧
第
十
冊

(

巻
二
十)

尾
に

｢

微
雲
院
常
住
物｣

墨

識
。
毎
旧
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

南
山
／
北
坊｣

朱
印
記

(

高
野
山
清

浄
心
院
所
用)

を
存
す
。

〈

東
京
大
学
総
合
図
書
館

Ｄ
四
〇
・
四
三
〇
〉

合
三
冊

大
木
喬
任

南
葵
文
庫
旧
蔵

新
補
洋
装
、
旧
五
冊
、
縹
色
艶
出
表
紙

(

二
七
・
五
×
一
八
・
三
糎)

左

肩
打
付
に

｢

古
今
韻
會

幾｣

墨
書
。
首
旧
二
冊
の
み
題
下
に
別
手

｢

上

(
下)｣
朱
書
。
首
冊
の
み
中
央
上
辺
よ
り
紙
箋
を
貼
附
し

｢

／
古
今

韻
會
擧
要｣
と
ペ
ン
書
す
。
右
下
方
、
南
葵
文
庫
蔵
書
票
貼
附
。
押
し
八
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双
あ
り
。
虫
損
修
補
。
張
序
、
凡
例
を
存
し
本
文
。
旧
第
一
至
二
冊
に
各

五
巻
、
第
三
、
五
冊
に
六
巻
、
第
四
冊
に
八
巻
を
配
す
。

毎
韻
首
欄
上
に
韻
目
、
同
版
心
上
に
標
柱
墨
書
、
首
の
み
同
用
、
他
声
相

配
注
記
。
稀
に
茶
筆
欄
上
補
注
、
極
稀
に
朱
行
間
音
訓
仮
名
、
傍
点
、
傍

圏
書
入
。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
記
、
重
ね
て
単
辺
方
形
陽
刻

｢

其
次
齋
／
大
木
臧
／
書
之
印｣

朱
印
記

(

大
木
喬
任
所
用)

、
毎
冊
並
に

巻
首
に

｢

南
葵
／
文
庫｣

朱
印
記
あ
り
。

〈

上
海
図
書
館

長
六
七
七
九
七
〇
―
八
四
〉

十
五
冊

莫
祥
芝

莫
棠
旧
蔵

新
補
藍
色
表
紙

(

二
六
・
三
×
一
九
・
二)

、
次
で
栗
皮
表
紙

(

宣
紙
に

て
保
護)

、
左
肩
に
前
記
蓬
左
文
庫
蔵
本
同
版
の
刷
題
簽
、
目
録
題
簽
を

貼
附
す
。
題
簽
題
目
下
に
冊
数
を
書
す
。
宣
紙
副
葉
新
補
。
張
序
、
凡
例

を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

稀
に
墨
句
圏
、
附
訓
改
正
、
欄
上
補
注
、
朱
竪
句
点
書
入
を
存
す
。
毎
冊

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

獨
山
莫
／
祥
芝
圖
／
書
記｣

、
同

｢

善
／
徴｣

、
方

形
陰
刻

｢

莫
印
／
祥
芝｣

(

以
上
三
顆
、
莫
祥
芝
所
用)

朱
印
記
、
巻
首

に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

莫
棠
字
／
楚
生
印｣

、
同

｢

獨
山
莫
／
氏
銅
井
文
／

房
之
印｣

朱
印
記

(

以
上
二
顆
、
莫
棠
所
用)

あ
り
。

〈

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

三
五
・
三
〉

十
五
冊

尾
崎
良
知
旧
蔵

栗
皮
表
紙

(

二
六
・
八
×
一
八
・
〇
糎)

左
肩
に
、
前
記
同
蔵
の
中
村
習

斎
旧
蔵
本
と
別
版
で
、
毎
冊
同
版
の
双
辺

｢

古
今
韻
會｣

刷
題
簽
、
右
肩

よ
り
同
蔵
本
同
版
の
目
録
題
簽
を
貼
附
す
。
五
針
眼
、
改
糸
。
張
序
、
凡

例
を
存
し
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

行
間
に
朱
校
改
、
毎
韻
首
張
版
心
上
に
朱
圏
、
首
の
み
訓
仮
名
書
入
あ
り
。

毎
冊
首
右
下
方
に
双
辺
有
界
方
形
陽
刻

｢

玄
晧
／
日
養｣

墨
印
記
、
例
首

並
に
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

｢

茂
松
／
清
泉
／
館
記｣

朱
印
記
、
毎
冊

首
に
同

｢

尾
崎
氏
／
藏
書
記

(

隷楷)｣

朱
印
記

(

尾
崎
良
知
所
用)

を
存

す
。以

上
の
如
き
諸
本
の
伝
存
状
況
を
勘
案
し
、
近
世
以
降
の

『

韻
会』

諸

本
の
展
開
に
つ
い
て
整
理
を
加
え
て
置
き
た
い
。

十
六
世
紀
以
降
に
な
る
と
、[

元]

刊
本
系
統
の
諸
版
に
は
そ
れ
ぞ
れ

後
継
の
翻
版
が
産
み
出
さ
れ
た
。
ま
ず
中
国
で
は
明
の
嘉
靖
十
五
年

(

一

五
三
六)

頃
、
江
西
道
に
お
い
て

[

明
前
期]

刊
本
を
基
に
し
た
覆
刻
が

行
わ
れ
、
同
版
湮
滅
の
飢
え
を
癒
し
た
。
た
だ
出
版
の
興
隆
し
た
明
末
清

初
に
は
版
刻
が
知
ら
れ
ず
、
清
光
緒
九
年

(

一
八
八
三)

淮
南
書
局
刊
本
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ま
で
の
空
白
を
生
じ
た
。
ま
た
朝
鮮
で
は
恐
ら
く
壬
辰
丁
酉
の
倭
乱

(

文

禄
慶
長
の
役)

を
き
っ
か
け
と
し
て
版
本
の
交
替
が
起
こ
り
、
旧
版
の
伝

本
が
多
く
失
わ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
仁
祖
朝

(

一
六
二
三
―
四
九)

前

後
に
翻
版
を
生
じ
、
分
化
を
進
め
た
。
そ
し
て
同
じ
頃
、
日
本
の
近
世
初

に
行
わ
れ
た
版
本
は
、[

元]

刊
本
お
よ
び
応
永
刊
本
を
中
核
と
し
て
、

朝
鮮
版
を
も
加
え
浸
潤
を
深
く
し
た
が
、
そ
の
豊
か
な
土
壌
か
ら
古
活
字

本
を
、
古
活
字
本
か
ら
整
版
附
訓
本
を
産
み
出
し
、
最
も
複
雑
に
展
開
し

た
。
本
稿
で
は
同
系
統
の
版
本
に
つ
い
て
も
縷
述
し
て
き
た
が
、
そ
の
大

勢
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

『

韻
会』

の
古
活
字
本
は
、[

元]

刊

[

後
修]
本
系
統
の
本
文
と
、
明

嘉
靖
十
五
年
序
刊
本
と
を
習
合
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
、
慶
長
以
前
に
古

活
字
甲
種
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
こ
の
時
期
に
も
需
要
が
広
く
、

す
ぐ
に
再
刊
の
機
運
を
生
じ
、
僅
か
に
款
式
を
異
に
す
る
乙
種
本
が
再
成

さ
れ
た
。
た
だ
こ
の
本
は
校
合
が
十
分
で
な
く
、
文
字
を
誤
る
所
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
同
じ
款
式
な
が
ら
、
界
線
を
取
り
去
っ
た
丙
種
本
が
再
成
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
は
校
訂
を
施
し
正
文
を
回
復
し
た
点
と
、
新
た
に
誤
植

を
犯
し
た
点
が
見
出
さ
れ
た
。
近
世
に
流
布
し
た
整
版
附
訓
本
は
、
こ
の

古
活
字
丙
種
本
を
底
本
と
し
て
覆
刊
さ
れ
、
訛
謬
と
補
訂
と
を
加
え
、
古

活
字
本
を
臺
本
と
し
て
移
写
流
通
し
て
い
た
本
書
の
訓
法
を
採
用
附
刻
し
、

正
保
五
年(

一
六
四
八)

刊
行
の

『

韻
会
小
補』

と
共
に
行
わ
れ
た
。

文
献
に
拠
る
と
、
日
本
に
お
け
る

『

韻
会』

の
受
容
は
鎌
倉
末
南
北
朝

に
始
ま
り
、
室
町
期
に
盛
行
し
た
が
、
伝
本
の
書
入
や
収
蔵
の
様
子
に
、

南
北
朝
に
ま
で
遡
る
徴
証
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た

(�)

。
し
か
し

[

元]

刊

本
に
は
室
町
期
の
収
蔵
が
明
ら
か
で
、
建
仁
寺
や
相
国
寺
等
の
五
山
禅
林

に
お
け
る
愛
用
の
様
が
看
取
さ
れ
、
そ
の
書
入
は
朱
点
朱
引
を
基
調
と
す

る
が
、
平
声
の
全
て
に
渉
る
場
合
が
あ
っ
て
、
韻
書
で
あ
り
な
が
ら
日
常

の
読
書
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
欄
上
の
韻
目

標
記
は
、
朝
鮮
本
に
も
例
の
多
い
こ
と
な
が
ら
、
版
心
の
標
柱
や
標
圏
と

共
に
、
不
時
の
需
め
に
応
ず
る
た
め
の
周
到
な
準
備
の
一
環
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
十
六
世
紀
と
も
な
れ
ば
、
感
得
点
校
の
識
語
を
副
え
る
者
が

あ
り
、[

元]

刊
本
と
共
に
行
わ
れ
た
応
永
刊
本
に
も
、
室
町
末
近
世
初

前
後
と
思
わ
れ
る
伝
播
受
容
の
痕
跡
が
著
し
く
、
五
山
を
出
て
、
新
た
に

擡
頭
し
た
林
下
や
、
林
羅
山
を
筆
頭
と
す
る
儒
者
や
士
人
に
及
ん
で
い
く
。

こ
れ
に
対
し[

明
前
期]

刊
本
に
は
中
世
以
前
の
受
容
例
が
見
出
さ
れ
ず
、

応
永
刊
本
に
よ
る
流
布
と
相
補
的
な
関
係
を
示
す
。
ま
た
朝
鮮
宣
徳
刊
本

に
つ
い
て
は
、
天
海
辺
り
ま
で
し
か
遡
り
得
な
い
模
様
で
あ
り
、｢

兵
火

以
來
、
此
書
公
私
蔵
本
幾
泯｣

と
李
植
に
嘆
か
せ
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
前

の
朝
鮮
で
の
通
行
と
対
照
を
成
す
。
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右
の
よ
う
に
本
書
は
、
江
戸
初
ま
で
解
読
の
対
象
と
さ
れ
、
逐
行
的
訓

読
を
伴
う
場
合
を
見
受
け
る
が
、
南
北
朝
室
町
期
と
比
較
す
れ
ば
、
近
世

の
そ
れ
は
散
発
的
で
あ
り
、
活
用
の
程
度
に
変
化
の
様
子
も
見
ら
れ
る
。

一
方
、
近
世
の
収
蔵
は
必
ず
し
も
禅
宗
寺
院
を
主
と
せ
ず
、
大
名
の
収
集

を
通
じ
た
各
藩
や
、
釈
家
一
般
に
お
け
る
参
照
が
認
め
ら
れ
、
拡
散
の
様

相
を
示
し
て
も
い
る
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
韻
書
受
容
の
全
般
と
関
連
し
、

本
書
に
は
そ
の
可
能
性
が
内
蔵
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
制
度
的
音

韻
へ
の
参
加
の
範
囲
を
超
え
て
、
近
世
漢
語
の
音
韻
の
細
情
に
つ
い
て
参

考
と
す
る
受
容
が
行
わ
れ
た
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
室
町
期
の
趨
勢
は
、

典
拠
の
集
成
と
し
て
本
書
の
記
事
が
活
用
さ
れ
、
漢
学
の
諸
局
面
に
そ
の

使
用
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
学
問
的
習
慣
も
、
江
戸
前
期

を
境
と
し
て
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
書
の
古
活
字
本
は
、
そ
れ
以
前
の
本
文
を
坩
堝
に
の
よ
う
に
融
合
し
、

一
層
複
雑
に
揺
れ
動
く
様
を
呈
し
て
、
近
世
の
流
布
本
を
生
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
本
書
に
限
ら
ず
、
ま
た
中
世
の
五
山
版
と
同
様
に
、
日
本
漢

学
の
一
面
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

[

注]

(

１)

本
章
の
全
般
に
渉
っ
て
、
花
登
正
宏
氏

『

古
今
韻
会
挙
要
研
究
―

中
国
近
世
音
韻
史
の
一
側
面』

(

一
九
九
七
、
汲
古
書
院)

を
参
照

し
た
。
ま
た
韻
書
と
し
て
の
本
書
の
内
容
に
関
し
て
は
、
他
に
竺
家

寧
氏

『

古
今
韻
会
挙
要
的
語
音
系
統』

(

一
九
八
六
、
学
生
書
局)

、

寧
忌
浮
氏

『

古
今
韻
会
挙
要
及
相
関
韻
書』

(

一
九
九
七
、
中
華
書

局)

が
あ
る
。

(

２)

以
下
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
し
か
検
し
得
な
か
っ
た
伝

本
に
つ
い
て
も
、
全
編
を
点
検
し
た
も
の
に
つ
い
て
取
上
げ
、
こ
の

よ
う
に
注
記
す
る
。

(

３)

同
本
に
附
す
張
行
孚

｢

重
刊
古
今
韻
會
舉
要
跋｣

に
拠
る
と
、
該

版
は｢

元
統
本｣

に
拠
る
と
称
す
る
が
、
他
に
そ
の
伝
来
を
聞
か
ず
、

光
緒
刊
本
の
本
文
自
体
は
、
本
稿
に
言
う[

明
前
期]

刊
本
に
拠
っ

た
節
も
窺
わ
れ
る
。

(

４)

該
版
に
つ
い
て
は
、
寧
忌
浮
氏
解
題
の
影
印

『

古
今
韻
会
挙
要』

(

一
九
九
八
、
中
華
書
局)

が
、
吉
林
省
社
会
科
学
院
図
書
館
収
蔵

の
同
版
後
修
本
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
５)

東
洋
文
庫
蔵
本
以
外
の
所
在
は
藤
本
幸
夫
氏
の
御
教
示
に
依
っ
て

知
り
得
た
。
以
下
、
同
版
に
関
す
る
知
見
は
同
氏
の
提
撕
に
依
る
所

が
大
き
い
。

(

６)

小
倉
進
平
氏

『〈

増
訂
補
注
〉
朝
鮮
語
学
史』

(

一
九
六
四
、
刀
江
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書
院)

四
八
五
頁
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
小
倉
氏
の
指
摘
に
つ
い

て
は
花
登
氏
の
御
教
示
に
依
っ
て
知
り
得
た
。

(

７)
川
瀬
一
馬
氏

『

古
活
字
版
之
研
究』

(

一
九
三
七
、
日
本
古
書
籍

商
協
会
、
一
九
六
七
増
補)

。

(

８)

川
瀬
一
馬
氏

『
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目』

(

一
九
九
二)

。

(

９)

注

(

７)

川
瀬
氏
著
書
の
初
版
で
は
、
小
汀
氏
蔵
本
を
有
界
第
一

種
に
掛
け
て
お
ら
れ
る
が
、
同
書
の
図
版
に
よ
っ
て
比
べ
る
と
有
界

第
二
種
本
と
同
じ
、
川
瀬
氏
の
判
定
も
増
訂
時
に
は
第
二
種
に
改
め

ら
れ
て
い
る
。

(

10)

注

(

８)

川
瀬
氏
書
目
に
、
該
本
の
成
簣
堂
文
庫
蔵
九
冊
本
を
、

有
界
第
二
種
、
同
蔵
十
五
冊
本
の
異
植
字
版
と
す
る
。
た
だ
、
一
部

に
同
種
活
字
を
襲
用
す
る
こ
と
は
本
文
の
通
り
で
あ
る
が
、
活
字
の

高
低
肥
痩
に
個
別
の
特
色
も
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
全
て
同
種
活
字

に
よ
る
印
本
の
意
で
異
植
字
と
断
ず
る
こ
と
は
保
留
し
た
い
。

(

11)

注

(

８)

川
瀬
氏
書
目
指
摘
。

(

12)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
阿
部
隆
一
氏

｢〈

中
華
民
国
国
立
〉
故
宮
博

物
院
楊
氏
観
海
堂
善
本
解
題｣

(｢

斯
道
文
庫
論
集｣

第
九
輯
、
一
九

七
一
、
の
ち

『

中
国
訪
書
志』

〈
一
九
七
六
、
汲
古
書
院
、
一
九
八

三
増
訂
〉
再
録)

、
注

(

１)

花
登
氏
著
書
に
、
明
嘉
靖
十
五
年
序

刊
本
に
基
づ
く
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
諸
目
録
の
中
に
も
そ
の
よ

う
に
提
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
本
書
に
は
嘉
靖
の
序
を
冠
す
る
か
ら

当
然
の
処
置
と
も
見
え
る
が
、
本
稿
で
は
校
勘
の
結
果
に
基
づ
き
、

そ
の
よ
う
に
単
純
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
こ
の
章
節

を
設
け
た
。

(

13)

現
存
諸
本
中
に
明
確
な
底
本
を
求
め
得
な
い
場
合
、
伝
存
し
な
い

本
の
重
刊
で
あ
る
可
能
性
を
認
め
、
そ
れ
以
上
の
詮
索
を
要
し
な
い

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
当
該
の
本
文
が
現

存
本
の
要
素
の
み
か
ら
説
明
可
能
な
形
で
あ
る
場
合
に
は
、
な
お
考

究
の
餘
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
感
ず
る
。
伝
本
渉
猟
に
意
を
尽
く

す
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
な
お
一
歩
を
進
め
た
い
。

(

14)

杉
浦
豊
治
氏

『

蓬
左
文
庫
典
籍
叢
録

駿
河
御
譲
本』

(

一
九
七

五
、
一
宮
市
人
文
科
学
研
究
会)

、
注

(

１)

花
登
氏
著
書
。
両
氏

と
も
古
活
字
本
と
整
版
本
が
単
純
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
説

か
れ
、
特
に
花
登
氏
は
別
途
祖
本
の
存
在
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
両

本
の
異
同
を
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
優
れ
た
見
識
と
評
価
さ
れ
る
。

た
だ
前
述
の
よ
う
に
、
他
本
に
対
し
て
は
同
系
と
見
ら
れ
る
古
活
字

本
間
の
異
同
に
も
、
相
当
に
甚
し
い
も
の
が
あ
り
、
後
述
の
如
く
、

整
版
覆
刻
と
い
っ
て
も
異
同
の
あ
る
こ
と
は
、
当
然
に
予
見
さ
れ
る
。
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そ
の
異
同
が
系
統
を
破
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
本
文
全
体
の

検
討
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

15)
こ
の
注
記
は
一
応
、
凡
例
首
の

｢

昭

武

黄

公
紹

直
翁

編
輯｣
の
文
字
を
読
み
誤
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
。

(

16)

本
書
に
つ
い
て
は
、
花
登
正
宏
氏

｢『

古
今
韻
会
挙
要
小
補』

の

刊
行
に
つ
い
て｣

(｢
集
刊
東
洋
学｣

第
八
十
八
号
、
二
〇
〇
二)

、

｢『

古
今
韻
会
挙
要
小
補』
に
つ
い
て｣

(｢

東
北
大
学
中
国
語
学
文
学

論
集｣

第
十
号
、
二
〇
〇
五)
を
参
照
。

(

17)

注

(

14)

杉
浦
、
花
登
両
氏
著
書
。

(

18)

前
稿
参
照
。
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図版二
同・巻首同

図版一
[近世初]刊(古活字乙種)本・張鯤序尾慶應義塾大学斯道文庫蔵
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図版三
同・巻一第二張同
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図版五
同・巻首同

図版四
[江戸初]刊覆[江戸初]刊古活字丙種本・張鯤序尾同
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図版六
同・巻一第二張同


